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蕩綾鑑も混搭って、力強いみこし

欝滋釜紙を韓…鶏珍《鱒ます
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まつのやま秋祭り
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欝揖　秋の全醐交通安全運動
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憂
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収
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．
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こ
の
施
設
は
、
昨
年
の
八
月
よ
り
β
浦
磁
中
学
校
跡
地
に
お
い
て
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
約
一
無
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
．
来
年
か
ら
介
護
保
険

制
度
も
始
ま
り
、
新
し
い
編
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
、

希
望
の
羅
「
松
濤
園
偏
の

　
　
ご
　
案
　
内

老
人
保
健
施
設
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
。

　
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
蕎
さ
ん

が
、
も
う
病
院
で
は
冶
療
の
必
要
は

な
い
け
れ
ど
も
家
に
帰
っ
て
盤
活
す

る
に
は
ち
ょ
っ
と
無
礫
が
あ
る
と
思

う
人
、
家
に
い
る
と
一
人
で
甕
濡
す

る
の
が
不
安
で
、
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院
に
入
跳
す
る

ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
よ
う
な
人
に
家

薩
復
帰
を
目
指
し
て
入
勝
ま
た
は
通

所
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
で
す
ウ

ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
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（
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は
六
十
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で
、
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必
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な
い
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れ
ど
リ
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ビ
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シ
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機
能
訓
練
V
、
春
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介
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を
必
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と
す
る
入
．

（
老
人
滋
療
受
給
春
舐
を
お
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ち
の

方
）ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
．

①
家
庭
に
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璽
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入
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（
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〉
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で
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。
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族
が
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無
・
旅
行
・
介
護
疲
れ

な
ど
で
窪
竃
介
纏
す
る
の
が
一
時
酌

に
圏
っ
た
と
き
ト
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覇
以
内
で
入
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で
き
ま
す
、

デ
イ
・
ケ
ア
ハ
通
所
）
と
は
何
で
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嚇
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遂
迎
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す
。
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④　定鑓癒疋化欝灘の年次脳進捗状況（輿緩）の内訳

O一般行政離門　　　　　　　　　　　　　　　　　劔隼4熱β現鵜

麗
町
　　　　　　　■
　　　　　糞　　　　　　　曹
　　　　　躯
　　　　　嚢　騨
　　　　　　　厨 員⑫翁尋

轡週尊
q

穣分 6鱗樋繭寒分
7茸

1無目
8隼

2無目
9隼

3奪目
鐙無
4鐸目

1遷奪
5驚段

7～

”鵯ナ
手濫（窮由〉の観腰

議
　
　
会

減黄

　　　疋

贈
　‘伺

（沁〉

　　　　崖蔭ll：

部門別職員数の状溌と主な増減理由　獅年硝唄磁）

増畏

差引
職員数 2 2 2 2 2 2

総
　
　
務

減員 〈増郵難…〉

菰域行政纂務の纈
撫〈2〉

職　　舞　　数 女揃塚

増減数 主な増減理由
増最 1 隻 2 単成10葺 平成31無

蓬引 重 肇 2
哩 議　　　会 2 2

職綴数 19 噸9 20 20 2， 2唾 総　　　務 2！ 2茎

税　　　務 4 4
税
　
　
務

減貧 墨 望 滅貴理由）

霧務4〉OA化（等）
増黄

震　　　生 22 22

差引 △｛ ム肇 徳　　　生 5 5
織貴数 5 4 4 4 4 4

酬
般
行
政
蔀
門

労　　　働 0 0

段
　
　
生

減霞 3 3 （鱗禽理慮〉

欝務4〉統騰盆｛2｝
燈理職黄の鱒驚く1）

（増蝿理由〉　　　　・
老人総駄業務の壊澱鋤
づ糠保険纂務4〉薮綬（鱒

繊最の調整く2｝

農赫水産 達2 簾2

増籔 6 3 9 商　　　工 7 ア

蓬引 6 ム3 3 6 土　　　木 ア ア

職貴数 絡 総 22 垂9 22 22 小　　　餓 80 80

衛
　
　
生

減爵 2 肇 3 磁舞理由〉
職員の調整（21
事務の統廃金ω

〈増員理由〉

保健センター懸設／2）

事務難の増力蝋1〉

特政
考榔
行門

教　　　費 碧 書1

増貴 2 季 3 小　　　讃 ” ”

蓬引 2 血2 0 o 公会

営欝

企
藁部
等門

構　　　醗 婁o 笠o

職爵数 5 5 5 7 5 5 水　　　道 3 3

労
　
　
働

減黄 下　水　遊 4 4

増爵
そ　の　地 2 2

差考1 小　　　蟄 19 19

職爵数 o o o o o o 合　　　　　欝 ηo 麟0

農
林
水
産

減員 2 2 （滅愚理由〉

事務の統廃合（2〉

（注1魁爵数は一般織に霞する繊賛敬であり、地方公務爵の轟分登保賓す巻偉職癒・湶逮職澱等を曾

　　み．臨勝又は灘奮歎務蝿壱除いてあ破濠す昏

（粉定員適正化欝画の数値臼標及び進捗状混

①　是員適疋化置標（数〉

　定農モデルによる分輯繕果及び将裏の行政鱒要等を考慮して、一般行政都門にお
　いて平成“葎度憲での5葎悶で3名の減曼を翻る．また保育漸統舎鋳（球度来定〉

　にさらに4名σ〉誠騒を図る。
　公営：企榮1部附事こおいては、下水道箏業が完了（讐2隼以降）　したら重名の減舞を図

　る‘ン

②　定員適正化手法の概婆
　く1）緩織・機構改箪　　行政欝要に対碇垂した総織・機構改蕉を行う．

　（2）サンセット方式翻限の定められた講業については寧業終了時に自動的な定

　　　　　　　　　舞のスクラップを籐則とする。
　で鯖　鍵闘…悉疑讐　施殼管理鶴門のうち萎託化できるものについては積極的に婁i耗

増貴

差尉 ム2 △2

職霞数 ↑4 構 篭4 葉4 等2 i2

商
　
　
工

滅員 （増黄理由）

観光施讃繋務贈（21
耀員 2 2
差引 2 2
職愚数 5 5 5 ア 7 7 ／

土
　
　
木

減員

増員

羨引
職員数 7 7 7 7 フ 7

○蜷別行政部門 ｛“痒4角等臼理獲）

嚢

（沁〉部門別職員数の状溌と主な増減理由 （η年4丹1鍵現腔）

（注1魁爵数は一般織に霞する繊賛敬であり、地方公務爵の轟分登保賓す巻偉職癒・

　　み．臨勝又は灘奮歎務蝿壱除いてあ破濠す昏

湶逮職灘戦曾

　（傷公務能灘の殉上　職場改善萎農賦や事務’峯業の見薩しOA化等によη公務

　　　　　　　能灘の向上に努める。

③定翼適疋化謝颪の隼次尉進捗状況（実綾）の擬要　（”隼婦宿環萄
籔分

6無齢颪
前隼分

7年

1驚目
8寧

2隼員
9簿

3年霞
璽o庫
4隼霞

u隼
5年目

7～

1騰計
手法曝由｝σ〉概要

教
　
　
膏

減鑛 1 葉 幟轟理由〉

臨鱒織舞の趨鳳⇔
増舞 醸　分 6　隼

讃面飼年
7琿
啄年痘

8隼
2隼目

9　隼
3葎目

糠　年

4隼目

”　年

5隼鶏

7～”葎

　欝

（参　考〉

数髄目檬
蓬引 ム嘩 △で

職舞数 葉2 事2 悪2 鮮 ” “

｝
般
響
致

滅　鼠 1 3 4 ｝ 9

○公営企業等会計部門　　　　　　　　　　　　　　報無4翔臼理寮）

増　員 7 4 4 蓋 16

差　引 ぬ1 7 葦 o　　　o
　ふ

フ △3

嬢分
6鱗ナ画
前隼分

7葎

1隼霞
8隼

2年目
9年

3隼霞
10葎
4卑臼

”年
5隼穏

7～

1輝訂
手法傭由〉の概要 職貴数 73 72 79 8（｝ 臼o 80 フo

｛注）無瀬懸闘は7葎～料駕の5隼闘です。

（参考〉構
　
　
銃

減爵 葉 曜 賊舞理由）

退職不補充（葦）
堪員

蓬引 ム1 △で
醒　分 6　年

謝繭前隼
7隼
彦犀縷

ε隼
2琿目

9　年
3葎目

τo隼
4葬隠

”　零

5犀目

7～質隼

　訂

鯵　考）

数纏目標
職貴数 ” 沁 緯 10 屡o 哩o

水
　
　
遂

減員 ， 蓬 （減黄理欝〉

管理職轟の調蟹！） 特
罰
行
政

減　舞 葉 奪

堪員
瑠　鍛

差引 ム璽 ム1 差引 △1 ム1 o
職最数 4 4 3 3 3 3 職黄数 嘆2 廃2 康2 ” “ “ 12

下
水
遺

絨鼠 1 季 〈減黄理鱒

事業提の減少（1）

磯舞理虫）

事業縫の燈湘（め
管理職曼の講整（ll

公
営
企
黎
等
会
欝

滅　舞 〆 手 2 屡 4

増疑 壌 魔 2 瑠　舞 壕 、 2

差引 1 1 △肇 1 差　引 〆 G △τ 心1 A2 《蓬

織融緊 3 4 5 4 4 4
職騰数 2室 2璽 20 重9 唾9 魔9 20

そ
の
弛

減員 1 1 餓曇理由）

國保・老人緩療事
務の統廃合（肇） 禽

離

減　舞 2 2 5 4 1
婁4

堰員
増　鰻 喋 8 4 4 重 縮

差弓1 △肇 △唾 差　郵 轟｝ 6 轟1 o o 4 為4

職貴数 3　　　3 2 2 2 2
織舞数 沁6 伯5 ”摩 ”G “o ”0 垂02

○公営企業等会計部門 ご鮭無4鍔1臼理寮）

（粉定員適正化欝画の数値臼標及び進捗状混

①是員適疋化置標（数〉
　　定農モデルによる分輯繕果及び将裏の行政鱒要等を考慮して、一般行政都門にお

　　いて平成“葎度憲での5葎悶で3名の減曼を翻る．また保育漸統舎鋳（球度来定〉

　　にさらに4名（か誠騒を図る。

　　公営：企榮1部附事こおいては、下水道箏業力ず完了（讐2隼以降）したら重名の減舞を図

　　る‘ン

②定員適正化手法の概婆
　　く1）緩織・機構改箪　行政欝要に対碇垂した総織・機構改蕉を行う．

　　（2）サンセット方式翻限の定められた講業については寧業終了時に自動的な定

　　　　　　　　　　　舞のスクラップを籐則とする⇔
　　｛3）毘闘黍蓉モ等　施殼管理部門のうち委託化できるものについては積極的に婁醗

　　　　　　　　　するぐ
　　（4〉公務能灘の殉上　職場改讐萎農禽や事務’峯業の箆直しOA化等によη公務

　　　　　　　　　　　能灘の向上に努める、、

③定翼適疋化謝颪の隼次尉進捗状況（実綾）の擬要　（”隼婦宿環萄

｛注）無瀬懸闘は7葎～料駕の5隼闘です。

（参考〉

5

をお知らせします
松之由町職鰻の給捗・定鑓管理等の震態を町鐵の皆さんに

矩っていただくため、その内容についてお知らせします。

（8）職員手当の状況

（U人件費の状況（普通会謝決算〉

賦　分
住蔑基本台鞍人q
　　ぐ無度末〉

歳出額
（A〉

実質牧支 人件費
〈8〉

人樽費率

（9／A〉
霧9奪度の
考人偉費率
）

io葎度
！1．3．31

　　　3．278人

　　千丹
3。16！，3フ8

　千需
禍3，アア3

　千円
839，028

　％
26．5

　％
24．6

｛湛〉人件優には、特罰職に支縮される縷鞍、難醐等を倉みます憐

鼠　分

期末手当
勤勉手当

退職黍当

松　　之　　寅　　町

く粕隼度支籟翻合）

　　　　期蒙手甕　勤勉手当
6月期　　　肇，6月分　o．6月分

燈§期　　　1，9跨鈴　o、6弩分

3月期　C．55角分　一月分
　計　　　4．GS月分　　1．2簿分

職舗上の段陸，載携の緩等による簾算鐵議有

（支結雛）　自a都倉　　勧奨・定卑
勤続20茸　斜．0月分　28．8ア5月分
勤続25隼33，ア5月分　　麟，55趨分
勤続35隼　47．5月分　　62．ア得分
簸憲限度額60．0月分　　62．ア縁分
その触の繍籔拷麗　定葬莇畢期邊繊特携播譲

退犠時　　　　　（2％～20％）
特鋼舞縮　　　1～2弩級
1人当た》
平均支紹額　　一千再　20，938千円

霞

“o隼度支給翻舎）
　　　期譲手当　勤勉手嚢
ε角期　 1，6鍔分　o，6月分

12角期　1．9角分　O．6角分
3月期　G．55月分　　一月分
　謝・　4．05角分　璽，2潟分
織溺上の段陸、織務の綴等による竣籔講凝有

く支結霧1　角a都合　　勧奨・定隼
勤続2D驚21。む月分　28，8フ5角分
勤続25葎33．75縛分　　麟．55月分
勤鞍35年　47．5月分　　62．7月分
鰻薔醸度額60．G縁分　　62．フ月分
その弛4〉無算拷灘定葺薦彗糊羅織精巧雛置

邊職鯖　　　　（2％～2G％）
蒋驚異給　　　考弩綴

（2）職員給与費の状況（普通会計予算1

区　分
職爵数
（A〉

給　　　　　与　　　　　費

給　　料 織轟手当 期宋・勤勉手当 欝く8）

“年度 人
go

　千再
359，22S

千円
45，85蓄

千需
葦刀，29遷

　千陽
582，367

千円

6，4ハ

ー
2

渓 職艮手当観は退職手当叢盆みまゼん曽

綻与費は6月禰疋『後の予算に欝上された額です砦

（3〉織員の軍均総料月額、平均結与湾額及び単均年齢の状溌　頓犀4翔臼規萄

退職黍当
羅罵限度額　60、9月分　　　◎z。ノ澱分
その触の繍籔拷麗　定葬莇畢期邊繊特携播譲

退犠時　　　　　　　（2％～20％）

糊瞬縮　　1～2弩級

　　　　　一千Fl20，938千円

蜷愚帳撲額　bU．》月ガ　　　　リ乙1丹万
その｛態4〉無算拷灘定葺薦摯鰯羅織精優措置

邊職鯖　　　　　（2％～2G％）
糊鵬給　　考弩綴

嬢　分
一　般　行　政　職 技　能労　務　職

平均給料月額 平均給謬月額 平均隼難 平均総斜月額 平均総与月額 平均葎齢

＿」鐘贔 松之肉町 348，4GO跨 380，フ45円 43、韓議 272，3GO円 301，240需 45、2歳

磁鞭手当酬入当た‘樺破絵麟櫨、ε簸朽1鱒度に麟凝全轍1こ⇒吻’磯員i岐繍嫉平2鱗鴛・ 国 322。033跨 39．フ歳 286、958円 4ア．8歳

獅潟県 362，018鍔 4等．6歳 337，559需 44．9歳

調整手盗

（舞隼度絹

　1臼槻笹〉

支　給　対　象　地　域 轄劉嬢 横浜市等

安　　　　総　　　　率 蓬2％ ％ （注）麟の数侮は平成11年4月…鍵理窪のものです彪

（4）職員の初鉦給の状況　　　　　　　　　（！樺嫡唄殿）
支絵封象織員数 毒人 一人

園の測度（支総鋤 12％ 10％

支給短象繊飾人当たり
平均支給年額（lo奪蔑決辮

422，064需

賦　　分

松　　之　　出　　町 儀

決定初懸給
採馬2無経過欝
結　　料　　額 初任給

裸馬2隼経過臼
給　　料　　額

特殊勤務

手　　嚢

（給軍度〉

鼠　　　　　　　分 全　職　種

織興全体に農める手当賓総職員の割禽 5、S％

一般行政職
大学卒 嘩ア4，200円 屡88，50G角 1フ4，2GO需 188，500肖

支結対象職員屡人当た｝’平均支緯年額 53，404需
寓校卒 141，700門 織，600縄 14董，7GO怨 151，600円

手　　当　　の　　種　　類く手当数） 5
支給額の多い手当

特殊作業手当

技能労務職 寓校卒 138，3GO円 稀7、goo跨 138，300円 繍7，900丙

代衷的な手鎖の名称　　多くの職禽蕊支総

　　　　　　　　　されている手砦

（5〉職員の経験年数男彗・学歴劉平均給料月額の状況ω無郷鰻御

鱒鶴外
勤務手当

董O葬度
支　　給　　総　　額 12，896千円

職勧人当たり麦給無額 η8，312千跨

嬢　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

9葎度
支　　給　　総　　額 14，36等手円

紛年以上汚隼来満 15年爆上20年朱満 20無以上25年末溝
職翻人灘た緋支絵無額 茎32千円

（”年4肩τ欝理む 一般行政織
大学卒 327，900絹 369，700R

暖分 松　　之　　矯　　町 騒 葛校卒 266，400円 285、9QQ円 335，500円

・醗偶者一　　　　　　16，むGO需

矛茄紬つA婁響　　　奥鑑禰織

技能労務鐵 葛校箪 269，300円

糠（融遙職手当酬入当た‘樺均寅絵麟櫨、ε簸から1鱒虜こ選繕レた全駿穏こ拗喝駿員i岐銘さ重捷潮鱗ぞ乳

（”年4肩τ欝理往）

（注）麟の数侮は平成11年4月…鍵理窪のものです彪

（4）職員の初鉦給の状況 （”葺4月馨臼環叢）

（5〉職員の経験年数男彗・学歴劉平均給料月額の状況ω無郷鰻御

暖分

秩

養

手

当

住
緩
手
当

通
勤
手
当

　　　　松　　之　　矯　　町

鳳醗偶者……………r－16，むGO需

　鉄鍍親族のうち1入はU．OQO再
　また、配偶餐が撲養親族でない堤愈には．
　扶養親族のうち蔓人は6，5QO円
ワ3人魯以隆・・…一・…一2，0GO跨

・瀞6歳の無蕊娘めから満22歳の葬度家まで

　の子は5．0窃O用繍算

そ灘薦識鵜舎、，は、1

震ン1繋鰹欝翻
　　合s隼闘は2．500題

騒

濁　　左

岡　　雀

’交婆難欝雛・　i響嚢欝臨円か，

・鰯購翻勲顧　i難2㈱醐㎞以上駅
臨脅翻縦跳蟹謬ら璽！

蓄
2

注 縁験琿数とは、卒業後藏ちに探鶏され蜀き続き勤務している堀合1こ1よ．採嗣後の年数をいいます。

1聖欄は、該当職髄がいないためです桑

（6〉一般行政職の級別職員数の状況 く1き年4月辱欝現】在）

緯　　分 量級 2級 3級 4級 5級 6級 7綴 8綴 計

縢準的な

織務内容
主霧補 主事 主嘉 係長

主荘
謬鯵事 諜長

参雛
諜長
参事 螺葵

織　鍛　数 ！人 7人 5人 7人 22人 ｝4人 17人 1人 フ4人

構　成　比 墨．3％ 9．5％ 6．8％ 9．5％ 29．7％ 18．9％ 23．o％ 可．3％ 紛0％

　葦年蔚の
参　構成昆

9．5％ 2．ア％ 4．｛％ 14．9％ 24．3％ 2摩。6％ 2董、6％ 嘩．3％ 100％

考　5奪繭の

　構庇髭
6、7鴫 4．O％ ｛3、3％ 30．7％ 唾ア．3％ t3、3％ 唾4、7％ 一％ 重oo％

（9〉特別職の報醗等の状溌 1讐犀4鶏18環霧〉
算
2

注 松之燦町の縮与条鯛駕基づく給斜表の緩還分による職爺数です。

標準的な礎騰内容とは，それぞれの綴‘こ該嵩す蚤代蓑的な職です。

分
㎜
畏
投
慧
簸
長
役
讐
長
醸
黄
…

隔
曙
牒
璽

マ
蕉
穐
」

藻
陰
㎜
報
㎜
　
購
　
㎜

（鴇簿度賓

6月期
12肩期

3月期
勧

（臆年度支

6得期
12得期

3角期

1
　　3稗期
　　　齢

等
翻
遡
灘

　
㎜
　
3
9
0
　
2
再
》
0

　
1
5
2
　
4
G
ロ
ε

　
7
5
5
　
2
ー
警

額　
　
　
　
一

且
　
㎜

　
　
　
　
㎜

毅
　
　
｝

総
　
㎜

分
分
分
分

肩
月
角
月

β
沿
鱒
05

　
　
0
4

篭．6鷲分
1、9簿分

o．55淘分
4．05澱分

（7）昇給期問短縮の状況

区　　　　　　　　　分 含　　欝 一般行政職 技能労鵜繊

茎o年艇

職　　　髭　　　数くA） 95人 74人 2書人

普通舞絵期閥（12～24月）を
短縮して翼綿した聴愚数（B〉

一入 一人 一人

ト比　　　　潅　〈8）／（A〉

一％ 一％ 一％

9無度

職　　　轟　　　数（A〉 95人 74人 烈人

蟄通翼総期闘（璽2～24月）を

短縮して興稔した職黄数（Bl
8人 2人 6人

比　　　　率　〈β〉／（A〉 8．4％ 2．ア％ 28．6％

4

1
⑩
卜
⑩



④　定鑓癒疋化欝灘の年次脳進捗状況（輿緩）の内訳

O一般行政離門　　　　　　　　　　　　　　　　　劔隼4熱β現鵜

麗
町
　　　　　　　■
　　　　　糞　　　　　　　曹
　　　　　躯
　　　　　嚢　騨
　　　　　　　厨 員⑫翁尋

轡週尊
q

穣分 6鱗樋繭寒分
7茸

1無目
8隼

2無目
9隼

3奪目
鐙無
4鐸目

1遷奪
5驚段

7～

”鵯ナ
手濫（窮由〉の観腰

議
　
　
会

減黄

　　　疋

贈
　‘伺

（沁〉

　　　　崖蔭ll：

部門別職員数の状溌と主な増減理由　獅年硝唄磁）

増畏

差引
職員数 2 2 2 2 2 2

総
　
　
務

減員 〈増郵難…〉

菰域行政纂務の纈
撫〈2〉

職　　舞　　数 女揃塚

増減数 主な増減理由
増最 1 隻 2 単成10葺 平成31無

蓬引 重 肇 2
哩 議　　　会 2 2

職綴数 19 噸9 20 20 2， 2唾 総　　　務 2！ 2茎

税　　　務 4 4
税
　
　
務

減貧 墨 望 滅貴理由）

霧務4〉OA化（等）
増黄

震　　　生 22 22

差引 △｛ ム肇 徳　　　生 5 5
織貴数 5 4 4 4 4 4

酬
般
行
政
蔀
門

労　　　働 0 0

段
　
　
生

減霞 3 3 （鱗禽理慮〉

欝務4〉統騰盆｛2｝
燈理職黄の鱒驚く1）

（増蝿理由〉　　　　・
老人総駄業務の壊澱鋤
づ糠保険纂務4〉薮綬（鱒

繊最の調整く2｝

農赫水産 達2 簾2

増籔 6 3 9 商　　　工 7 ア

蓬引 6 ム3 3 6 土　　　木 ア ア

職貴数 絡 総 22 垂9 22 22 小　　　餓 80 80

衛
　
　
生

減爵 2 肇 3 磁舞理由〉
職員の調整（21
事務の統廃金ω

〈増員理由〉

保健センター懸設／2）

事務難の増力蝋1〉

特政
考榔
行門

教　　　費 碧 書1

増貴 2 季 3 小　　　讃 ” ”

蓬引 2 血2 0 o 公会

営欝

企
藁部
等門

構　　　醗 婁o 笠o

職爵数 5 5 5 7 5 5 水　　　道 3 3

労
　
　
働

減黄 下　水　遊 4 4

増爵
そ　の　地 2 2

差考1 小　　　蟄 19 19

職爵数 o o o o o o 合　　　　　欝 ηo 麟0

農
林
水
産

減員 2 2 （滅愚理由〉

事務の統廃合（2〉

（注1魁爵数は一般織に霞する繊賛敬であり、地方公務爵の轟分登保賓す巻偉職癒・湶逮職澱等を曾

　　み．臨勝又は灘奮歎務蝿壱除いてあ破濠す昏

（粉定員適正化欝画の数値臼標及び進捗状混

①　是員適疋化置標（数〉

　定農モデルによる分輯繕果及び将裏の行政鱒要等を考慮して、一般行政都門にお
　いて平成“葎度憲での5葎悶で3名の減曼を翻る．また保育漸統舎鋳（球度来定〉

　にさらに4名σ〉誠騒を図る。
　公営：企榮1部附事こおいては、下水道箏業が完了（讐2隼以降）　したら重名の減舞を図

　る‘ン

②　定員適正化手法の概婆
　く1）緩織・機構改箪　　行政欝要に対碇垂した総織・機構改蕉を行う．

　（2）サンセット方式翻限の定められた講業については寧業終了時に自動的な定

　　　　　　　　　舞のスクラップを籐則とする。
　で鯖　鍵闘…悉疑讐　施殼管理鶴門のうち萎託化できるものについては積極的に婁i耗

増貴

差尉 ム2 △2

職霞数 ↑4 構 篭4 葉4 等2 i2

商
　
　
工

滅員 （増黄理由）

観光施讃繋務贈（21
耀員 2 2
差引 2 2
職愚数 5 5 5 ア 7 7 ／

土
　
　
木

減員

増員

羨引
職員数 7 7 7 7 フ 7

○蜷別行政部門 ｛“痒4角等臼理獲）

嚢

（沁〉部門別職員数の状溌と主な増減理由 （η年4丹1鍵現腔）

（注1魁爵数は一般織に霞する繊賛敬であり、地方公務爵の轟分登保賓す巻偉職癒・

　　み．臨勝又は灘奮歎務蝿壱除いてあ破濠す昏

湶逮職灘戦曾

　（傷公務能灘の殉上　職場改善萎農賦や事務’峯業の見薩しOA化等によη公務

　　　　　　　能灘の向上に努める。

③定翼適疋化謝颪の隼次尉進捗状況（実綾）の擬要　（”隼婦宿環萄
籔分

6無齢颪
前隼分

7年

1驚目
8寧

2隼員
9簿

3年霞
璽o庫
4隼霞

u隼
5年目

7～

1騰計
手法曝由｝σ〉概要

教
　
　
膏

減鑛 1 葉 幟轟理由〉

臨鱒織舞の趨鳳⇔
増舞 醸　分 6　隼

讃面飼年
7琿
啄年痘

8隼
2隼目

9　隼
3葎目

糠　年

4隼目

”　年

5隼鶏

7～”葎

　欝

（参　考〉

数髄目檬
蓬引 ム嘩 △で

職舞数 葉2 事2 悪2 鮮 ” “

｝
般
響
致

滅　鼠 1 3 4 ｝ 9

○公営企業等会計部門　　　　　　　　　　　　　　報無4翔臼理寮）

増　員 7 4 4 蓋 16

差　引 ぬ1 7 葦 o　　　o
　ふ

フ △3

嬢分
6鱗ナ画
前隼分

7葎

1隼霞
8隼

2年目
9年

3隼霞
10葎
4卑臼

”年
5隼穏

7～

1輝訂
手法傭由〉の概要 職貴数 73 72 79 8（｝ 臼o 80 フo

｛注）無瀬懸闘は7葎～料駕の5隼闘です。

（参考〉構
　
　
銃

減爵 葉 曜 賊舞理由）

退職不補充（葦）
堪員

蓬引 ム1 △で
醒　分 6　年

謝繭前隼
7隼
彦犀縷

ε隼
2琿目

9　年
3葎目

τo隼
4葬隠

”　零

5犀目

7～質隼

　訂

鯵　考）

数纏目標
職貴数 ” 沁 緯 10 屡o 哩o

水
　
　
遂

減員 ， 蓬 （減黄理欝〉

管理職轟の調蟹！） 特
罰
行
政

減　舞 葉 奪

堪員
瑠　鍛

差引 ム璽 ム1 差引 △1 ム1 o
職最数 4 4 3 3 3 3 職黄数 嘆2 廃2 康2 ” “ “ 12

下
水
遺

絨鼠 1 季 〈減黄理鱒

事業提の減少（1）

磯舞理虫）

事業縫の燈湘（め
管理職曼の講整（ll

公
営
企
黎
等
会
欝

滅　舞 〆 手 2 屡 4

増疑 壌 魔 2 瑠　舞 壕 、 2

差引 1 1 △肇 1 差　引 〆 G △τ 心1 A2 《蓬

織融緊 3 4 5 4 4 4
職騰数 2室 2璽 20 重9 唾9 魔9 20

そ
の
弛

減員 1 1 餓曇理由）

國保・老人緩療事
務の統廃合（肇） 禽

離

減　舞 2 2 5 4 1
婁4

堰員
増　鰻 喋 8 4 4 重 縮

差弓1 △肇 △唾 差　郵 轟｝ 6 轟1 o o 4 為4

職貴数 3　　　3 2 2 2 2
織舞数 沁6 伯5 ”摩 ”G “o ”0 垂02

○公営企業等会計部門 ご鮭無4鍔1臼理寮）

（粉定員適正化欝画の数値臼標及び進捗状混

①是員適疋化置標（数〉
　　定農モデルによる分輯繕果及び将裏の行政鱒要等を考慮して、一般行政都門にお

　　いて平成“葎度憲での5葎悶で3名の減曼を翻る．また保育漸統舎鋳（球度来定〉

　　にさらに4名（か誠騒を図る。

　　公営：企榮1部附事こおいては、下水道箏業力ず完了（讐2隼以降）したら重名の減舞を図

　　る‘ン

②定員適正化手法の概婆
　　く1）緩織・機構改箪　行政欝要に対碇垂した総織・機構改蕉を行う．

　　（2）サンセット方式翻限の定められた講業については寧業終了時に自動的な定

　　　　　　　　　　　舞のスクラップを籐則とする⇔
　　｛3）毘闘黍蓉モ等　施殼管理部門のうち委託化できるものについては積極的に婁醗

　　　　　　　　　するぐ
　　（4〉公務能灘の殉上　職場改讐萎農禽や事務’峯業の箆直しOA化等によη公務

　　　　　　　　　　　能灘の向上に努める、、

③定翼適疋化謝颪の隼次尉進捗状況（実綾）の擬要　（”隼婦宿環萄

｛注）無瀬懸闘は7葎～料駕の5隼闘です。

（参考〉

5

をお知らせします
松之由町職鰻の給捗・定鑓管理等の震態を町鐵の皆さんに

矩っていただくため、その内容についてお知らせします。

（8）職員手当の状況

（U人件費の状況（普通会謝決算〉

賦　分
住蔑基本台鞍人q
　　ぐ無度末〉

歳出額
（A〉

実質牧支 人件費
〈8〉

人樽費率

（9／A〉
霧9奪度の
考人偉費率
）

io葎度
！1．3．31

　　　3．278人

　　千丹
3。16！，3フ8

　千需
禍3，アア3

　千円
839，028

　％
26．5

　％
24．6

｛湛〉人件優には、特罰職に支縮される縷鞍、難醐等を倉みます憐

鼠　分

期末手当
勤勉手当

退職黍当

松　　之　　寅　　町

く粕隼度支籟翻合）

　　　　期蒙手甕　勤勉手当
6月期　　　肇，6月分　o．6月分

燈§期　　　1，9跨鈴　o、6弩分

3月期　C．55角分　一月分
　計　　　4．GS月分　　1．2簿分

職舗上の段陸，載携の緩等による簾算鐵議有

（支結雛）　自a都倉　　勧奨・定卑
勤続20茸　斜．0月分　28．8ア5月分
勤続25隼33，ア5月分　　麟，55趨分
勤続35隼　47．5月分　　62．ア得分
簸憲限度額60．0月分　　62．ア縁分
その触の繍籔拷麗　定葬莇畢期邊繊特携播譲

退犠時　　　　　（2％～20％）
特鋼舞縮　　　1～2弩級
1人当た》
平均支紹額　　一千再　20，938千円

霞

“o隼度支給翻舎）
　　　期譲手当　勤勉手嚢
ε角期　 1，6鍔分　o，6月分

12角期　1．9角分　O．6角分
3月期　G．55月分　　一月分
　謝・　4．05角分　璽，2潟分
織溺上の段陸、織務の綴等による竣籔講凝有

く支結霧1　角a都合　　勧奨・定隼
勤続2D驚21。む月分　28，8フ5角分
勤続25葎33．75縛分　　麟．55月分
勤鞍35年　47．5月分　　62．7月分
鰻薔醸度額60．G縁分　　62．フ月分
その弛4〉無算拷灘定葺薦彗糊羅織精巧雛置

邊職鯖　　　　（2％～2G％）
蒋驚異給　　　考弩綴

（2）職員給与費の状況（普通会計予算1

区　分
職爵数
（A〉

給　　　　　与　　　　　費

給　　料 織轟手当 期宋・勤勉手当 欝く8）

“年度 人
go

　千再
359，22S

千円
45，85蓄

千需
葦刀，29遷

　千陽
582，367

千円

6，4ハ

ー
2

渓 職艮手当観は退職手当叢盆みまゼん曽

綻与費は6月禰疋『後の予算に欝上された額です砦

（3〉織員の軍均総料月額、平均結与湾額及び単均年齢の状溌　頓犀4翔臼規萄

退職黍当
羅罵限度額　60、9月分　　　◎z。ノ澱分
その触の繍籔拷麗　定葬莇畢期邊繊特携播譲

退犠時　　　　　　　（2％～20％）

糊瞬縮　　1～2弩級

　　　　　一千Fl20，938千円

蜷愚帳撲額　bU．》月ガ　　　　リ乙1丹万
その｛態4〉無算拷灘定葺薦摯鰯羅織精優措置

邊職鯖　　　　　（2％～2G％）
糊鵬給　　考弩綴

嬢　分
一　般　行　政　職 技　能労　務　職

平均給料月額 平均給謬月額 平均隼難 平均総斜月額 平均総与月額 平均葎齢

＿」鐘贔 松之肉町 348，4GO跨 380，フ45円 43、韓議 272，3GO円 301，240需 45、2歳

磁鞭手当酬入当た‘樺破絵麟櫨、ε簸朽1鱒度に麟凝全轍1こ⇒吻’磯員i岐繍嫉平2鱗鴛・ 国 322。033跨 39．フ歳 286、958円 4ア．8歳

獅潟県 362，018鍔 4等．6歳 337，559需 44．9歳

調整手盗

（舞隼度絹

　1臼槻笹〉

支　給　対　象　地　域 轄劉嬢 横浜市等

安　　　　総　　　　率 蓬2％ ％ （注）麟の数侮は平成11年4月…鍵理窪のものです彪

（4）職員の初鉦給の状況　　　　　　　　　（！樺嫡唄殿）
支絵封象織員数 毒人 一人

園の測度（支総鋤 12％ 10％

支給短象繊飾人当たり
平均支給年額（lo奪蔑決辮

422，064需

賦　　分

松　　之　　出　　町 儀

決定初懸給
採馬2無経過欝
結　　料　　額 初任給

裸馬2隼経過臼
給　　料　　額

特殊勤務

手　　嚢

（給軍度〉

鼠　　　　　　　分 全　職　種

織興全体に農める手当賓総職員の割禽 5、S％

一般行政職
大学卒 嘩ア4，200円 屡88，50G角 1フ4，2GO需 188，500肖

支結対象職員屡人当た｝’平均支緯年額 53，404需
寓校卒 141，700門 織，600縄 14董，7GO怨 151，600円

手　　当　　の　　種　　類く手当数） 5
支給額の多い手当

特殊作業手当

技能労務職 寓校卒 138，3GO円 稀7、goo跨 138，300円 繍7，900丙

代衷的な手鎖の名称　　多くの職禽蕊支総

　　　　　　　　　されている手砦

（5〉職員の経験年数男彗・学歴劉平均給料月額の状況ω無郷鰻御

鱒鶴外
勤務手当

董O葬度
支　　給　　総　　額 12，896千円

職勧人当たり麦給無額 η8，312千跨

嬢　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

9葎度
支　　給　　総　　額 14，36等手円

紛年以上汚隼来満 15年爆上20年朱満 20無以上25年末溝
職翻人灘た緋支絵無額 茎32千円

（”年4肩τ欝理む 一般行政織
大学卒 327，900絹 369，700R

暖分 松　　之　　矯　　町 騒 葛校卒 266，400円 285、9QQ円 335，500円

・醗偶者一　　　　　　16，むGO需

矛茄紬つA婁響　　　奥鑑禰織

技能労務鐵 葛校箪 269，300円

糠（融遙職手当酬入当た‘樺均寅絵麟櫨、ε簸から1鱒虜こ選繕レた全駿穏こ拗喝駿員i岐銘さ重捷潮鱗ぞ乳

（”年4肩τ欝理往）

（注）麟の数侮は平成11年4月…鍵理窪のものです彪

（4）職員の初鉦給の状況 （”葺4月馨臼環叢）

（5〉職員の経験年数男彗・学歴劉平均給料月額の状況ω無郷鰻御

暖分

秩

養

手

当

住
緩
手
当

通
勤
手
当

　　　　松　　之　　矯　　町

鳳醗偶者……………r－16，むGO需

　鉄鍍親族のうち1入はU．OQO再
　また、配偶餐が撲養親族でない堤愈には．
　扶養親族のうち蔓人は6，5QO円
ワ3人魯以隆・・…一・…一2，0GO跨

・瀞6歳の無蕊娘めから満22歳の葬度家まで

　の子は5．0窃O用繍算

そ灘薦識鵜舎、，は、1

震ン1繋鰹欝翻
　　合s隼闘は2．500題

騒

濁　　左

岡　　雀

’交婆難欝雛・　i響嚢欝臨円か，

・鰯購翻勲顧　i難2㈱醐㎞以上駅
臨脅翻縦跳蟹謬ら璽！

蓄
2

注 縁験琿数とは、卒業後藏ちに探鶏され蜀き続き勤務している堀合1こ1よ．採嗣後の年数をいいます。

1聖欄は、該当職髄がいないためです桑

（6〉一般行政職の級別職員数の状況 く1き年4月辱欝現】在）

緯　　分 量級 2級 3級 4級 5級 6級 7綴 8綴 計

縢準的な

織務内容
主霧補 主事 主嘉 係長

主荘
謬鯵事 諜長

参雛
諜長
参事 螺葵

織　鍛　数 ！人 7人 5人 7人 22人 ｝4人 17人 1人 フ4人

構　成　比 墨．3％ 9．5％ 6．8％ 9．5％ 29．7％ 18．9％ 23．o％ 可．3％ 紛0％

　葦年蔚の
参　構成昆

9．5％ 2．ア％ 4．｛％ 14．9％ 24．3％ 2摩。6％ 2董、6％ 嘩．3％ 100％

考　5奪繭の

　構庇髭
6、7鴫 4．O％ ｛3、3％ 30．7％ 唾ア．3％ t3、3％ 唾4、7％ 一％ 重oo％

（9〉特別職の報醗等の状溌 1讐犀4鶏18環霧〉
算
2

注 松之燦町の縮与条鯛駕基づく給斜表の緩還分による職爺数です。

標準的な礎騰内容とは，それぞれの綴‘こ該嵩す蚤代蓑的な職です。

分
㎜
畏
投
慧
簸
長
役
讐
長
醸
黄
…

隔
曙
牒
璽

マ
蕉
穐
」

藻
陰
㎜
報
㎜
　
購
　
㎜

（鴇簿度賓

6月期
12肩期

3月期
勧

（臆年度支

6得期
12得期

3角期

1
　　3稗期
　　　齢

等
翻
遡
灘

　
㎜
　
3
9
0
　
2
再
》
0

　
1
5
2
　
4
G
ロ
ε

　
7
5
5
　
2
ー
警

額　
　
　
　
一

且
　
㎜

　
　
　
　
㎜

毅
　
　
｝

総
　
㎜

分
分
分
分

肩
月
角
月

β
沿
鱒
05

　
　
0
4

篭．6鷲分
1、9簿分

o．55淘分
4．05澱分

（7）昇給期問短縮の状況

区　　　　　　　　　分 含　　欝 一般行政職 技能労鵜繊

茎o年艇

職　　　髭　　　数くA） 95人 74人 2書人

普通舞絵期閥（12～24月）を
短縮して翼綿した聴愚数（B〉

一入 一人 一人

ト比　　　　潅　〈8）／（A〉

一％ 一％ 一％

9無度

職　　　轟　　　数（A〉 95人 74人 烈人

蟄通翼総期闘（璽2～24月）を

短縮して興稔した職黄数（Bl
8人 2人 6人

比　　　　率　〈β〉／（A〉 8．4％ 2．ア％ 28．6％

4

1
⑩
卜
⑩



1
卜
卜
㊤
ー

会例定会議月9
　
平
成
十
…
年
第
囲
回
の
町
議
会
症

例
会
が
九
月
二
十
｝
鷺
か
ら
二
十
照

β
の
三
撫
間
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
園
の
議
会
の
薫
な
審
議
内
容
は
、

平
成
十
年
度
の
…
般
会
計
と
翻
つ
の

特
馴
会
誹
の
認
定
と
六
つ
の
条
例
の

｝
部
改
正
、
平
成
牽
一
年
度
の
…
般

会
計
と
繭
つ
の
特
別
会
醗
の
補
疋
予

算
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
…
般
質
問
で
は
、
「
町
跳
が
安
心
で

き
る
介
護
法
に
國
町
政
の
基
本
は
飼

で
す
か
幅
「
蕩
校
改
革
と
町
の
対
応
恥

「
地
方
分
権
と
町
轡
含
併
蒐
介
護
施

設
に
つ
い
て
」
な
ど
五
名
の
議
員
が

二
十
…
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　23，955予繕1

　3，060ヂ陽

△ま3，400干鶏

　　5，880千

　　5598千

　　5205千
　　472王千

料　5β00千

　23，255千

税

　
な
お
、
全
て
漂
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
牽
榊
鶴
度
一
般
会
計
補
泥
に

つ
い
て
は
、
歳
入
歳
繊
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
八
千
否
囎
十
一
万
二
千

円
を
追
触
し
、
総
額
鷲
牽
、
億
蕎
繭

十
万
七
千
門
と
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
関
係
で
は
、
桝
松
之
由
町
入
湯

税
条
例
の
…
部
を
改
正
す
る
条
例
偏

「
松
之
山
町
督
健
手
数
料
及
び
滞
納

金
徴
収
条
例
の
｝
部
を
改
疋
す
る
条

例
冤
松
之
山
町
職
員
の
懲
戒
の
手
続

き
及
び
効
果
に
閲
す
る
条
例
の
｝
部

を
改
正
す
る
条
例
」
「
松
之
撫
町
乳
晃

の
獲
療
費
助
成
に
関
す
る
条
網
の
…

部
を
改
正
す
る
条
例
」
「
松
之
山
驚
幼

績

替工事費

購入費

資工事費

児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
部
を
改
証
す
る
条
例
凱
松
之
山
町
㎜

季
ム
ヘ
ル
プ
掌
ビ
ス
事
業
捧
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
費
嗣
徴
収
条
例
の
…
部
を
改
疋
す
…

る
毒
が
審
讐
決
嚢
し
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

愛1』◎▽團

　　まつのやま

湯由

高橋浩平さん

　　農ぷさん

　　七海ちゃん

　
松
之
由
町
の
こ
と
は
1
タ
！
・
、
／
U

タ
…
ン
雑
誌
で
簿
り
ま
し
た
。

　
以
前
。
。
人
と
も
都
心
で
働
い
て
い

た
の
で
す
が
、
人
漉
み
で
盤
活
す
る

の
が
嫌
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
購
葎
葡

に
ビ
ツ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
ー

タ
ー
ン
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
で
大
海
綴

の
会
長
と
会
い
松
之
山
町
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
松
之
撫
町
に
銚
む
決
断
を
し
た
の

は
、
瓢
人
と
も
ス
キ
ー
が
趣
陳
で
ス

キ
ー
場
が
近
く
に
あ
っ
た
か
ら
と
、

実
蒙
が
あ
る
塒
玉
県
か
ら
そ
ん
な
に

遠
く
な
い
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
松
之
山
町
に
來
て
か
ら
結
婚
を
し

て
女
の
子
も
産
ま
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
盤
ん
で
み
て
感
じ
る
こ
と

は
、
家
や
車
に
鍵
を
か
け
な
い
な
ど

の
ん
気
な
と
こ
ろ
が
治
安
の
良
さ
を

感
じ
る
そ
う
で
、
入
灘
み
や
渋
滞
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
と
こ
ろ

も
良
い
そ
う
で
す
．

　
松
之
山
町
の
良
い
点
は
、
温
泉
が

あ
り
、
㈱
季
と
い
う
も
の
を
爽
感
で

来
る
と
こ
ろ
や
、
役
場
や
郵
便
周
な

ど
の
対
旛
が
丁
寧
な
と
こ
ろ
だ
そ
う

で
す
。

　
今
年
は
、
家
廃
菜
園
で
キ
ュ
ウ
リ
・

ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を

建
り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
良
く
患

来
て
来
奪
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
そ

う
で
す
。

　
簸
近
糊
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子
俄

が
産
ま
れ
て
か
ら
、
欝
下
ろ
し
が
大

変
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

ま
た
、
子
ど
も
が
冬
で
も
整
内
で
遊

べ
る
施
設
が
編
来
て
ほ
し
い
そ
う
で

す
、

6

布
施
さ
ん
ら
三
名
監
査
功
労
で
全
国
表
彰

　
町
村
の
鑑
奮
委
農
と
し
て
永
隼
勤

め
ら
れ
功
労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
町
粒
監
査
功
労
潔
表
彰
式
が
九
月

一
撮
に
東
．
黒
鼠
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行

わ
れ
、
松
之
山
町
で
は
次
の
烹
氏
が

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
町
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
、

　
布
施
憶
利
民
（
㏄
歳
）
黒
倉

　
釈
久
井
難
辰
ハ
総
歳
）
水
梨

　
山
燦
英
湖
民
（
8
3
歳
）
湯
本

町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
る
駕
氏

出
稼
ぎ
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
で
安
心
し
て
働
く
た
め
に

ご
存
じ
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
患
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に
煽
入
し

て
な
い
方
は
、
國
民
健
康
保
険
係
で
、

も
う
…
枚
「
遠
隔
地
保
験
留
誠
恥
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
の
窓
鷺
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
健
康
保
険
識
は
…
盤
帯
．
枚
が
療

則
で
す
。
し
か
し
、
磁
稼
ぎ
や
長
期

旅
行
、
修
学
の
た
め
に
勉
市
町
樗
に

佳
む
こ
と
に
な
っ
た
場
舎
は
、
特
劉

に
も
う
一
枚
の
保
険
舐
を
交
付
し
ま

す
。　

ま
た
、
繊
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に

繍
入
す
る
と
そ
の
象
族
も
被
扶
養
嶽

と
し
て
祇
会
保
険
に
撫
入
し
ま
す
。

会
社
か
ら
あ
な
た
の
健
康
課
険
譲
の

勉
に
家
族
用
の
「
遠
隔
地
被
保
験
潔

譲
』
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
族
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

賃
撫
金
で
、
奉
人
が
二
翻
、
家
族

（
配
儒
煮
騨
）
は
入
院
が
二
割
、
外

来
が
黒
翻
と
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
度
確
金
死
書
の
撫
入
期
闇

（
被
保
験
饗
期
闇
〉
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
．
退
職
煮
の
保
険
舐
は
⑱
の
文

寧
が
透
か
し
て
あ
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
で
不
明
な
点
は
、
役
場

総
務
譲
佳
罠
係
ハ
麟
蔑
健
康
保
険
係
）

ま
で
お
間
い
舎
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
1
3
王

　
出
稼
ぎ
売
で
歓
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
赴
任
饒
に
役
場
綱
民
健
康

保
険
係
の
窓
欝
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
、

袖
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
こ
の
書
類
を
灘
稼
ぎ
先
の
会
被
に

持
参
し
、
会
挫
か
ら
袖
会
保
険
撫
入

の
談
明
を
受
け
た
後
、
町
役
場
へ
送

付
く
だ
さ
い
．
圏
鍵
健
康
保
険
係
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
講
類
が
鰭
き
次

第
に
ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し
い

た
だ
き
保
険
の
異
動
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

鰍
．

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
病
院

な
ど
で
受
診
し
た
際
、
保
険
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ず
医
療
費
の
全
額
が
皆

さ
ん
の
負
撫
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
波
慧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
赴
任
兜
の
会
綻
で
は
祇
会

保
険
に
擁
入
で
き
る
か
ど
う
か
を
事

箭
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
く

へ
蕩
　
…
　
　
4

　
医
療
機
関
（
病
院
な
ど
）
で
受
診

す
る
際
は
、
必
ず
健
康
保
険
談
を
憂

付
窓
鷺
に
擾
承
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

　
撮
稼
ぎ
な
ど
で
悔
麟
民
健
康
保
険
恥

か
ら
「
籔
会
保
険
恥
に
変
璽
と
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
鷺
を
必
ず
医
療
機

醐
の
窓
欝
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
七
を
歳
以
上
で
老
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
醐
に
健
康

保
険
翻
と
曙
療
受
給
麿
議
を
提
承
し

て
く
だ
さ
い
．

　
親
蕪
図
民
健
康
保
険
に
麹
入
さ
れ

て
い
る
方
で
、
挫
会
課
験
（
共
済
・

農
薬
國
体
健
康
保
験
禽
む
）
等
に
通

簿
、
、
薄
獺
十
カ
月
以
と
ま
た
は
闘
十

歳
以
瞳
欝
二
牽
カ
月
以
灘
舶
入
さ
れ

て
い
た
方
は
、
園
民
健
康
保
険
の
串

の
遜
職
麿
鷹
療
綱
慶
に
該
灘
し
ま
す
。

　
｝
般
園
保
と
の
違
う
点
は
、
　
一
部

新
し
く
入
っ
た
公
民
館
図
書

ト
撚
イ
の
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罵

欄
の
楽
園

進
め
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け
ナ
…
ス

金
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の
爾
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£
の
腕
の
巾
で

新
潟
県
の
撚
奪
と
民
衆

艶
座
図
鑑

ボ
ケ
て
た
ま
る
か

紫
の
悪
魔

さ
く
ら
霞
釈

ホ
メ
る
が
勝
ち

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

時
に
は
辛
澱

能
猫
撫
鑑
賞
ガ
イ
ド

絵
拳
紙
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

餐
人
力
自
慢

も
し
も
ね
ず
み
に
ク
ッ
キ
…
を
あ
げ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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1
卜
卜
㊤
ー

会例定会議月9
　
平
成
十
…
年
第
囲
回
の
町
議
会
症

例
会
が
九
月
二
十
｝
鷺
か
ら
二
十
照

β
の
三
撫
間
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
園
の
議
会
の
薫
な
審
議
内
容
は
、

平
成
十
年
度
の
…
般
会
計
と
翻
つ
の

特
馴
会
誹
の
認
定
と
六
つ
の
条
例
の

｝
部
改
正
、
平
成
牽
一
年
度
の
…
般

会
計
と
繭
つ
の
特
別
会
醗
の
補
疋
予

算
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
…
般
質
問
で
は
、
「
町
跳
が
安
心
で

き
る
介
護
法
に
國
町
政
の
基
本
は
飼

で
す
か
幅
「
蕩
校
改
革
と
町
の
対
応
恥

「
地
方
分
権
と
町
轡
含
併
蒐
介
護
施

設
に
つ
い
て
」
な
ど
五
名
の
議
員
が

二
十
…
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　23，955予繕1

　3，060ヂ陽

△ま3，400干鶏

　　5，880千

　　5598千

　　5205千
　　472王千

料　5β00千

　23，255千

税

　
な
お
、
全
て
漂
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
牽
榊
鶴
度
一
般
会
計
補
泥
に

つ
い
て
は
、
歳
入
歳
繊
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
八
千
否
囎
十
一
万
二
千

円
を
追
触
し
、
総
額
鷲
牽
、
億
蕎
繭

十
万
七
千
門
と
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
関
係
で
は
、
桝
松
之
由
町
入
湯

税
条
例
の
…
部
を
改
正
す
る
条
例
偏

「
松
之
山
町
督
健
手
数
料
及
び
滞
納

金
徴
収
条
例
の
｝
部
を
改
疋
す
る
条

例
冤
松
之
山
町
職
員
の
懲
戒
の
手
続

き
及
び
効
果
に
閲
す
る
条
例
の
｝
部

を
改
正
す
る
条
例
」
「
松
之
撫
町
乳
晃

の
獲
療
費
助
成
に
関
す
る
条
網
の
…

部
を
改
正
す
る
条
例
」
「
松
之
山
驚
幼

績

替工事費

購入費

資工事費

児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
部
を
改
証
す
る
条
例
凱
松
之
山
町
㎜

季
ム
ヘ
ル
プ
掌
ビ
ス
事
業
捧
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
費
嗣
徴
収
条
例
の
…
部
を
改
疋
す
…

る
毒
が
審
讐
決
嚢
し
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

愛1』◎▽團

　　まつのやま

湯由

高橋浩平さん

　　農ぷさん

　　七海ちゃん

　
松
之
由
町
の
こ
と
は
1
タ
！
・
、
／
U

タ
…
ン
雑
誌
で
簿
り
ま
し
た
。

　
以
前
。
。
人
と
も
都
心
で
働
い
て
い

た
の
で
す
が
、
人
漉
み
で
盤
活
す
る

の
が
嫌
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
購
葎
葡

に
ビ
ツ
ク
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
ー

タ
ー
ン
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
で
大
海
綴

の
会
長
と
会
い
松
之
山
町
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
松
之
撫
町
に
銚
む
決
断
を
し
た
の

は
、
瓢
人
と
も
ス
キ
ー
が
趣
陳
で
ス

キ
ー
場
が
近
く
に
あ
っ
た
か
ら
と
、

実
蒙
が
あ
る
塒
玉
県
か
ら
そ
ん
な
に

遠
く
な
い
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
松
之
山
町
に
來
て
か
ら
結
婚
を
し

て
女
の
子
も
産
ま
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
盤
ん
で
み
て
感
じ
る
こ
と

は
、
家
や
車
に
鍵
を
か
け
な
い
な
ど

の
ん
気
な
と
こ
ろ
が
治
安
の
良
さ
を

感
じ
る
そ
う
で
、
入
灘
み
や
渋
滞
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
と
こ
ろ

も
良
い
そ
う
で
す
．

　
松
之
山
町
の
良
い
点
は
、
温
泉
が

あ
り
、
㈱
季
と
い
う
も
の
を
爽
感
で

来
る
と
こ
ろ
や
、
役
場
や
郵
便
周
な

ど
の
対
旛
が
丁
寧
な
と
こ
ろ
だ
そ
う

で
す
。

　
今
年
は
、
家
廃
菜
園
で
キ
ュ
ウ
リ
・

ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を

建
り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
良
く
患

来
て
来
奪
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
そ

う
で
す
。

　
簸
近
糊
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子
俄

が
産
ま
れ
て
か
ら
、
欝
下
ろ
し
が
大

変
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

ま
た
、
子
ど
も
が
冬
で
も
整
内
で
遊

べ
る
施
設
が
編
来
て
ほ
し
い
そ
う
で

す
、

6

布
施
さ
ん
ら
三
名
監
査
功
労
で
全
国
表
彰

　
町
村
の
鑑
奮
委
農
と
し
て
永
隼
勤

め
ら
れ
功
労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
町
粒
監
査
功
労
潔
表
彰
式
が
九
月

一
撮
に
東
．
黒
鼠
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行

わ
れ
、
松
之
山
町
で
は
次
の
烹
氏
が

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
町
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
、

　
布
施
憶
利
民
（
㏄
歳
）
黒
倉

　
釈
久
井
難
辰
ハ
総
歳
）
水
梨

　
山
燦
英
湖
民
（
8
3
歳
）
湯
本

町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
る
駕
氏

出
稼
ぎ
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
で
安
心
し
て
働
く
た
め
に

ご
存
じ
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
患
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に
煽
入
し

て
な
い
方
は
、
國
民
健
康
保
険
係
で
、

も
う
…
枚
「
遠
隔
地
保
験
留
誠
恥
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
の
窓
鷺
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
健
康
保
険
識
は
…
盤
帯
．
枚
が
療

則
で
す
。
し
か
し
、
磁
稼
ぎ
や
長
期

旅
行
、
修
学
の
た
め
に
勉
市
町
樗
に

佳
む
こ
と
に
な
っ
た
場
舎
は
、
特
劉

に
も
う
一
枚
の
保
険
舐
を
交
付
し
ま

す
。　

ま
た
、
繊
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に

繍
入
す
る
と
そ
の
象
族
も
被
扶
養
嶽

と
し
て
祇
会
保
険
に
撫
入
し
ま
す
。

会
社
か
ら
あ
な
た
の
健
康
課
険
譲
の

勉
に
家
族
用
の
「
遠
隔
地
被
保
験
潔

譲
』
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
族
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

賃
撫
金
で
、
奉
人
が
二
翻
、
家
族

（
配
儒
煮
騨
）
は
入
院
が
二
割
、
外

来
が
黒
翻
と
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
度
確
金
死
書
の
撫
入
期
闇

（
被
保
験
饗
期
闇
〉
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
．
退
職
煮
の
保
険
舐
は
⑱
の
文

寧
が
透
か
し
て
あ
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
で
不
明
な
点
は
、
役
場

総
務
譲
佳
罠
係
ハ
麟
蔑
健
康
保
険
係
）

ま
で
お
間
い
舎
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
1
3
王

　
出
稼
ぎ
売
で
歓
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
赴
任
饒
に
役
場
綱
民
健
康

保
険
係
の
窓
欝
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
、

袖
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
こ
の
書
類
を
灘
稼
ぎ
先
の
会
被
に

持
参
し
、
会
挫
か
ら
袖
会
保
険
撫
入

の
談
明
を
受
け
た
後
、
町
役
場
へ
送

付
く
だ
さ
い
．
圏
鍵
健
康
保
険
係
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
講
類
が
鰭
き
次

第
に
ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し
い

た
だ
き
保
険
の
異
動
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

鰍
．

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
病
院

な
ど
で
受
診
し
た
際
、
保
険
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ず
医
療
費
の
全
額
が
皆

さ
ん
の
負
撫
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
波
慧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
赴
任
兜
の
会
綻
で
は
祇
会

保
険
に
擁
入
で
き
る
か
ど
う
か
を
事

箭
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
く

へ
蕩
　
…
　
　
4

　
医
療
機
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診
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憂

付
窓
鷺
に
擾
承
す
る
こ
と
に
な
つ
て
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す
。
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。
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．
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ホストファミリーと1日過ごす

2鷺環 高沢美砂

　2ξ獲1の朝は、すごく不安でした。櫻れない生活、焦り

すぎて纏を質問されているのか分からない。不安で不安で

しょうがなかった．でもホストファミリー（民泊先の家族）

の明るさとやさしさがだんだん不安な気持ちを無くしてく

れました。私の2揖目の予定はハイキングでした。朝起き

てホストマザー（民泊先のお母さん〉とショッピングセン

ター（大型小売鷹〉に買い物に行きました。何をしゃべって

良いか分からなかったけど、沼本にある食材が結構あって

名離を書っているだけで緩構コミュニケーションがとれた

りして嬉しかったです．…書出た瞬問すごく楽になってい

ろいろな英謡が出るようになり、いっぱい会謡ができるよ

うになりました。それから、家に帰ってきて握食の準備を

手伝いました。たいしたことをしているわけではなかった

けどすごくうれしかったです。ハイキングにはぬpal／ese

（譲rden（貝本庭圏）というところに行きました。すごく田

本的でした。その庭の中にβ奉語と英語の表承がありまし

た。鷺本語があって正直嬉しかったです。そこで田本につ

いていっぱいしゃべりました。理解してくれたか分からな

いけど結構教えられて良かったです。家に帰ってから1あ

いうえお1などβ本語を教えました。結構みんなが覚えて

くれてすごく喪かったと思いました．その後に英語とは違

うオーストラリア英語？みたいなものを教えてもらいまし

た。たとえば｝於lloをGo（〉dd＆y』mateやOKをOkey，

D（）kcy，瓶汰eyなどいっばい教えてもらいました。日語と
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英語を教え合って一番蕾労したことは、ひらがな、カ

タカナ、漢字の使い方ですごく大変でした。またホス

トシスター（罠泊売の女の子）がf私の名前を漢字で

書いて3と雷ったとき英語の名煎を漢字で書けないこ

とを説明するのも大変でした。そのあと臼本からのお

みやげをプレゼントしました。私もプレゼントをもら

いました。それから罎本から持っていった折り紙を折

りました。すごく毒んでもらいました。次の揖の初め

ての学校がすごく楽しみになりました。
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が
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．
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滴
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オーストラリア留学体験記

　松之出分校創立五十周年記念事業として松高生の

短期海外派遣が行われ、7月30日から二週間のオー

ストラリア旅行に朽名の隻徒が参茄しました。今月

号より、参加された生、徒2名ずつから一鷺問ごとの

体験レポートを揚載します。

ホストファミリーとの初めての出会い

」

1ヨ目 小野塚大輔

　飛行機でくたくたになっていたが、空港を愚ると、とて

も気持ちいい風が吹いていて疲れは少し勲らいだ。湿気が
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　夕方フットボールの試合を見に行った。ルールを知らな

い僕には決して面懲いものではなかった。その時、お父さ
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て大変な自分にボールを蹴るという行為は最も辛いこと

だったが、漸りきれずにボールを鐵り、逢り回った。とて

も是が痛くてしなければよかったと後悔した。噺る勇気も

大吻だと思った．

　夕食の時、資本語を教えてほしいといわれたのでrあり

がとうございます3ぎすみません」ヂおはようございます3

などのあいさつを教えた、しかし、ホストファミリー6人

のうち4人が、類本語の発音の「す3がうまく書えず、何

総書っても「ありがとうございまし」になってしまった。

灘ったことにお父さんは、僕の名前を問違えてヂだいさき3

と覚えてしまい、それっきり修羅できず、僕は13臼目まで

そう呼ばれていた、すごくいやだったがそれを書うことが

できなかった。

　夕食のあと、風呂に入ろうとしてf何分位入って良いで

すか」と訪ねると、籏本の6分の三の時間という信じられ

ない答えが返ってきた．矯い時間で入るのはとても辛く、

さらに頭を洗っている途中でお湯が鐵なくなり、覚籍を決

めて水でシャワーを浴びた。そのあとは、儒じられないく

らい寒く、風邪をひかないのが奇跡だった。その後お母さ

んがシャワーは大丈夫だったかと闘いてきた。僕は欝本人

の癖でf大丈夫でした」と答えてしまった．正直に露えば

良かったと後悔した．そのあとも億度かシャワーの調子が

悪くなることがあった．

　この羅気づいたことは、自分の英語力が低かったこと．

外圏にいるときは「YeSjギN砺をはっきり書った方が良

いということ。以、とのことをフットボール、名葡、シャワー

の時に特に強く感じた。飯づくことが多い、とても禽意義

な玉ヨだった。
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2鷺環 高沢美砂
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く

こ
と
を
驚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
こ
の
時
で
は
「
い
い
着
黄
つ

く
ろ
う
運
動
齢
が
趨
き
ま
し
た
。
何

故
そ
れ
を
す
る
の
か
と
い
う
と
十
年

後
の
町
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
驚
を

輝
か
し
て
い
く
た
め
に
は
著
藪
を
膏

て
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
．
そ
こ
で
双
海
町
で
は
入
づ
く
り

牽
奪
計
醐
を
点
て
ま
し
た
。
縣

　
　
　
　
　
　
次
月
畢
に
続
く

　
　
　
　
　
　
東
憲
箏
務
所
　
佐
藤

オーストラリア留学体験記

　松之出分校創立五十周年記念事業として松高生の

短期海外派遣が行われ、7月30日から二週間のオー

ストラリア旅行に朽名の隻徒が参茄しました。今月

号より、参加された生、徒2名ずつから一鷺問ごとの

体験レポートを揚載します。

ホストファミリーとの初めての出会い

」

1ヨ目 小野塚大輔

　飛行機でくたくたになっていたが、空港を愚ると、とて

も気持ちいい風が吹いていて疲れは少し勲らいだ。湿気が

少なく、とても涼しい風は、響本の夏では想像もできない

ほどうらやましいものだった。

　バスに乗り込み、三時間半ほどするとCOCスク・一ルに到

着した。そこではホストファミリー（民濃先の家族）のみ

なさんが患迎えてくれていた、僕としては、写真も見たこ

とがなかったので、どんな人なのか全く想像がつかなかっ

た。そのうち何人かのβ本の生徒が呼ばれ、ホストファミ

リーに紹介されていった。僕は自分の名繭が呼ばれるのを

緊張と戸惑いの中で待っていた、自分の名繭が呼ばれると

紹介された人は予想と少し違う人だった。握手をするとホ

ストファザー（斑泊先のお父さん〉び）手はとてもでかく、

大きい方だと思っていた自分の拳より3翻り位でかくて、

握力は推定75～80kgぐらいあった．手が折れるのではな

いかと思うほどきつい握手だった。あんなでかい手を見た

のは初めてだった．

　その後ウェルカムパーティ（歓迎会）につれていっても

らった。そこでお互いの自己紹介をした。自分の身の樹り

のことや家族、友人、学校のことなどを話したつもりだっ

たが、伝わっていたかはよくわからない．自分のことだけ

でなく、ホストファミリーについてもたくさん質悶した．

お父さんの職業について、オーストラリアの気媛、海のこ

と、家族構成などにつて関いてみた．何を露っているか必

死に理解しようとしたが、普段使っている英語とは少し

違っていて、アルファベットのAがギエー」ではなくて

ギアイ」と発音されていた．負け惜しみだが、すごく戸惑っ

て訳が分からなくなった．また、B本の教畜綱度や政治に

関するような質問をされ、何を闘かれたかは分かったが、

それに答えることができなかて）た．自分の無力さを痛感し

た。講時にとても悔しかった、

　夕方フットボールの試合を見に行った。ルールを知らな

い僕には決して面懲いものではなかった。その時、お父さ

んがフットボールをやろうと喬い出した。右膝がぐらっい

て大変な自分にボールを蹴るという行為は最も辛いこと

だったが、漸りきれずにボールを鐵り、逢り回った。とて

も是が痛くてしなければよかったと後悔した。噺る勇気も

大吻だと思った．

　夕食の時、資本語を教えてほしいといわれたのでrあり

がとうございます3ぎすみません」ヂおはようございます3

などのあいさつを教えた、しかし、ホストファミリー6人

のうち4人が、類本語の発音の「す3がうまく書えず、何

総書っても「ありがとうございまし」になってしまった。

灘ったことにお父さんは、僕の名前を問違えてヂだいさき3

と覚えてしまい、それっきり修羅できず、僕は13臼目まで

そう呼ばれていた、すごくいやだったがそれを書うことが

できなかった。

　夕食のあと、風呂に入ろうとしてf何分位入って良いで

すか」と訪ねると、籏本の6分の三の時間という信じられ

ない答えが返ってきた．矯い時間で入るのはとても辛く、

さらに頭を洗っている途中でお湯が鐵なくなり、覚籍を決

めて水でシャワーを浴びた。そのあとは、儒じられないく

らい寒く、風邪をひかないのが奇跡だった。その後お母さ

んがシャワーは大丈夫だったかと闘いてきた。僕は欝本人

の癖でf大丈夫でした」と答えてしまった．正直に露えば

良かったと後悔した．そのあとも億度かシャワーの調子が

悪くなることがあった．

　この羅気づいたことは、自分の英語力が低かったこと．

外圏にいるときは「YeSjギN砺をはっきり書った方が良

いということ。以、とのことをフットボール、名葡、シャワー

の時に特に強く感じた。飯づくことが多い、とても禽意義

な玉ヨだった。

難

ホスト’マザーと海岸にて
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1
①
卜
ω
ー

歌遷②圓

宍隔老ろつτ

展蕎の秘けつは？

わが家の人気者⑬

脳

餐

搏

翔くん登場（2歳〉

　佐藤康尚・洋美さん長男

　　　　　天水越（朝段屋）

　家ではヂかけちゃん」と呼ば

れてい豪す．ぼくは、1お一一さん、

か一さん∫と呼んでいます．

　好きな食べ鞠は、卵焼き、お

いも、アイスクリームと塩辛ご

飯です．外で遊ぶのが大静きで、

お気に入りのおもちゃは、ユン

ポとグンプカーです。

　漁でお患かけをすると、すれ

違う車の種類をお父さんたちに

教えてあげます．信弩機も赤だ

とヂ建まるんだよ」濤だと1』行っ

て良いよ3と教えてあげます．

ξお母さんから一露…

　どんな小さな事でもfど一し

てなの？護と興瞭を持つように

な鯵、家嫉皆驚きの毎縫です．

とにかく健康で、そして然持ち

の優しい子になってほしレ》です念

　　脚　肺－　r櫛　紳｛噛

婁o

　
敬
老
の
鶏
に
あ
わ
せ
て
九
弩
↑
躍

a
に
町
長
と
傑
健
福
祇
謙
畏
が
、
八

牽
八
、
臓
以
L
の
お
観
寄
り
む
十
七
人

の
蹴
帯
を
訪
問
し
お
祝
い
の
贔
を
一

人
一
人
に
手
渡
し
長
寿
に
敬
慧
を
衷

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
十
歳
以
熱
の
お
年
欝
り
、

在
宅
潜
　
．
鷺
入
、
施
設
入
断
蓄
一
、
華

鶯
人
に
町
祇
金
編
鰻
協
議
会
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
贔
が
醗
ら
れ
蒙
し
た
億

　
松
之
出
町
の
、
糊
齢
化
率
は
、
、
、
九
・

二
驚
で
灘
下
で
　
、
番
欝
に
嵩
い
で
す
．

町
内
鍛
隔
齢
煮
は
、
昨
葎
に
引
き
続

き
一
〇
一
歳
に
な
る
翻
橋
ツ
ル
さ
ん

で
す
。

　
今
麟
は
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十
八

歳
以
上
の
揮
藤
輿
一
・
ケ
イ
さ
ん
夫

嚢
と
佐
藤
彦
平
・
リ
ヨ
さ
ん
夫
妻
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
ご
夫
妻

　
轡
藤
輿
、
さ
ん
ハ
九
新
闘
歳
）
ケ

イ
さ
ん
（
八
牽
八
歳
）
夫
妻
（
松
之

由
）
は
現
窪
、
ケ
イ
さ
ん
は
霧
た
き

り
で
す
が
、
食
舞
や
緋
泄
は
嶽
分
で

鵡
来
る
そ
う
で
す
、
輿
黛
さ
ん
は
、

欝
欝
の
小
．
難
店
の
経
理
を
今
で
も
し

て
い
豪
す
。

　
趣
味
は
歌
を
歌
う
こ
と
で
、
名
老

嶽
選
に
も
選
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
カ
ラ

オ
ケ
で
演
欽
な
ど
を
激
い
ま
す
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
競
傑
選
墨
で
週
二

圃
の
練
習
に
出
て
い
ま
す
．

　
幾
寿
の
秘
訣
は
、
か
ら
だ
を
無
礫

し
な
い
で
の
ん
き
に
蕩
ら
す
こ
と
だ

そ
う
で
す
．
瀬
と
た
ば
こ
は
し
て
い

ま
せ
ん
、
食
べ
物
も
好
き
嫌
い
は
な

い
そ
う
で
す
。

　
夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
、
最
近
ま
で

夫
婦
、
一
人
で
欝
奉
中
を
旅
行
し
て
い

た
そ
う
で
す
．

　
興
一
さ
ん
は
、
現
菰
で
も
特
甥
病

気
は
な
く
病
院
へ
は
驚
期
的
に
撫
塚

の
検
糞
を
し
て
い
る
程
度
だ
そ
う
で

す
．

佐
藤
さ
ん
ご
夫
妻

　
魯
藤
膠
単
さ
ん
（
九
牽
．
歳
〉
リ

ヨ
さ
ん
（
九
軒
歳
）
夫
妻
（
中
立
撫
）

は
現
在
、
リ
ヨ
さ
ん
は
春
ま
で
ぜ
ん

籔
い
榛
み
な
ど
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
縦
た
き
り
に
な
り
ま
し
た
。

彦
平
さ
ん
は
、
灘
の
運
転
を
い
ま
で

も
紅
、
集
マ
ー
ク
を
つ
け
て
し
て
い
ま

す
．

　
趣
瞭
は
、
爾
の
口
以
外
は
汗
を
か

い
て
働
く
こ
と
．
本
を
読
む
こ
と
．

歌
を
激
う
こ
と
．
（
億
に
も
お
経
も
読

む
し
、
観
詞
も
あ
げ
る
そ
う
で
す
．
）

長
寿
の
秘
談
は
、
織
分
の
年
齢
を
考

え
な
い
こ
と
で
．
今
が
鮫
、
隅
と
思
っ

て
幕
ら
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
．
貰
障

り
な
こ
と
は
気
に
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
禽
べ
物
は
率
い
も
の
以

外
は
好
き
嫌
い
は
な
く
、
体
を
動
か

す
と
食
禦
が
奨
瞭
し
く
い
た
だ
け
る

の
で
間
食
は
せ
ず
、
瀬
と
た
ば
こ
は

し
な
い
そ
う
で
す
．

　
夫
嫌
円
満
の
秘
款
は
、
怒
ら
な
い

で
、
籟
畢
に
満
避
す
る
ま
で
需
わ
せ

て
瞭
嘩
し
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
現
僅
の
轡
標
は
、
来
年
の
春
に
運

転
免
許
の
璽
新
を
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
．

歩
座
朗
読
公
演

　
憎
鷺
本
語
の
美
し
い
響
き
を
清
し

て
は
な
ら
な
い
。
心
の
豊
か
さ
を

失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
婦
と
語
り
の
伝

遵
鱒
と
し
て
濡
動
を
続
け
る
亀
山
歩

氏
が
九
月
二
十
一
黛
に
休
養
樋
セ
ン

タ
ー
で
「
語
り
の
灘
騨
』
を
口
演
し

ま
し
た
．

　
演
懲
は
、
「
八
郎
恥
「
モ
チ
モ
チ
の

木
“
「
花
咲
き
魚
し
「
朔
松
売
り
恥
を

朗
読
教
察
の
滝
沢
淳
苧
さ
ん
と
患
の

あ
っ
た
語
り
を
演
じ
ま
し
た
。

　
「
ゆ
き
お
ん
な
」
は
誰
で
も
簿
っ
て

る
物
認
で
す
が
、
、
亀
撫
民
の
巧
み
な

語
り
は
、
寂
し
い
雛
深
い
山
岳
の
一

軒
泳
、
妖
黛
漂
う
女
の
表
傭
・
心
傭

の
か
ら
み
合
い
を
冤
箏
に
演
じ
、
驕

る
入
と
闘
く
人
が
、
体
と
な
り
、
会

場
は
シ
茎
ン
と
静
ま
り
逝
っ
て
い
家

し
た
．

　
亀
由
践
は
公
演
を
通
し
て
朗
発
は
、

　
門
晃
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
立
体
的

に
、
蕊
感
を
通
し
て
講
れ
幅
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　灘

㌔

思
い
っ
き
り
外
で
遊
べ
る
ぞ

後
援
会
よ
り
遊
具
寄
繕

　
　
　
　
　
松
之
出
小
学
校

　
九
月
、
｝
、
鷺
に
松
之
由
小
学
校
に
お

い
て
遊
異
の
醐
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

岡
小
学
校
は
、
以
醜
よ
り
校
庭
の

遊
異
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
．
そ
こ
で
後
援
会
が
寄
付
を
募
リ

メ
リ
ー
ウ
エ
！
ブ
ハ
麟
旋
堪
）
、
懸
雛

シ
ー
ソ
ー
、
グ
雛
ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
’
ル

の
遊
難
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
騰
し
て

く
れ
ま
し
た
。
児
敏
か
ら
「
い
ま
ま

で
騰
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
思
い
っ
き
り
外
で
遊
び

た
い
．
漏
と
お
礼
の
欝
葉
を
述
べ
、
先

魔
よ
り
使
い
方
や
漣
思
を
翻
い
た
あ

と
、
実
際
に
遊
異
を
順
番
に
使
っ
て

遊
び
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

ア
ン
ボ
、
竹
と
ん
ぼ
作
り

　
　
　
　
　
　
松
璽
小
学
校

　
九
月
十
欄
鷺
に
松
漿
小
学
校
に
お

い
て
雛
父
母
参
観
鷺
が
あ
り
ま
し
た
．

　
子
供
た
ち
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
雰
や
ん
た
ち
を
歓
迎
す
る
激
を

囎
、
）
た
あ
と
、
ア
ン
ボ
作
り
班
と
魯

と
ん
ぽ
作
り
班
に
分
か
れ
て
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
作
り
で

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に
竹
を
丁

慶
瑛
い
大
き
さ
に
切
っ
て
い
た
だ
い

た
あ
と
、
子
供
た
ち
で
、
錐
で
穴
を

醐
け
、
小
刀
で
竹
を
酬
り
ま
し
た
．

ま
た
、
ア
ン
ボ
作
り
で
は
、
粉
や
大

根
菜
、
こ
ね
鉢
を
持
ち
欝
っ
て
い
た

だ
い
て
、
粉
癒
こ
ね
、
蹴
、
を
包
ん
で

一
聴
闇
後
に
は
奨
味
し
い
事
作
り
ア

ン
ボ
が
難
来
ヒ
が
り
ま
し
た
．

雛錘

　
　
　
　
　
詠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
φ
魏

霧
る
マ
し

蚕
ふ
欄
擁

洲
東
　
松
フ

　
　
今
拷
は
、
松
代
町
か
ら
フ
リ
ー

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
醐
催
に
つ
い
て
お
簿

　
ら
せ
し
ま
す
．

　
　
道
の
駅
と
ほ
く
ほ
く
線
「
松
代
駅
恥

　
を
兼
ね
た
ふ
る
さ
と
会
館
は
、
葎
閣

　
．
↑
難
入
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

　
す
．
こ
の
会
館
秘
胴
薄
か
ら
「
地
元

　
の
お
み
や
げ
物
や
野
菜
が
ほ
し
い
｝

　
門
フ
リ
董
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
闘
催
し
て

　
み
て
は
ど
う
か
篇
と
い
う
欝
が
審
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

浬
讐
繋

遡
疇

．
管

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
松
代
町
観
光
協
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
会
鰭
か
ら
麟
道
、
五
、
、
、
導

の
本
町
簡
獲
街
に
続
く
道
路
を
科
用

し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
を
十
醐
し

ま
し
た
．

　
醐
催
環
は
、
駈
．
鰐
、
．
彰
八
穏
ま

で
の
毎
月
第
、
・
騰
鷺
曜
欝
（
午
離

牽
時
か
ら
午
後
　
蒋
）
で
す
．
雨
天

で
も
闘
催
し
て
い
ま
す
．
闘
催
中
は

歩
行
叢
専
瑚
道
路
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
蟹
い
物
を
し
て
い
た

だ
け
ま
す
、
陳
が
自
慢
の
農
作
物
や

家
薩
駕
獺
な
ど
熱
括
鵬
㎜
を
売
り
た

い
入
は
、
町
内
外
を
醐
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
撫
で
き
ま
す
．
人
に
も
物
に

も
優
し
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
携
愛

の
猷
“
。
あ
な
た
も
参
撫
し
て
み
ま
せ

ん
か
．

　
出
店
の
購
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
松
代
町
観
光
協
会
ま
で
お
．
識
軽

に
ど
う
ぞ
、

　
黎
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第等鐡目は22唇鋪出店し珠した
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1
①
卜
ω
ー

歌遷②圓

宍隔老ろつτ

展蕎の秘けつは？

わが家の人気者⑬

脳

餐

搏

翔くん登場（2歳〉

　佐藤康尚・洋美さん長男

　　　　　天水越（朝段屋）

　家ではヂかけちゃん」と呼ば

れてい豪す．ぼくは、1お一一さん、

か一さん∫と呼んでいます．

　好きな食べ鞠は、卵焼き、お

いも、アイスクリームと塩辛ご

飯です．外で遊ぶのが大静きで、

お気に入りのおもちゃは、ユン

ポとグンプカーです。

　漁でお患かけをすると、すれ

違う車の種類をお父さんたちに

教えてあげます．信弩機も赤だ

とヂ建まるんだよ」濤だと1』行っ

て良いよ3と教えてあげます．

ξお母さんから一露…

　どんな小さな事でもfど一し

てなの？護と興瞭を持つように

な鯵、家嫉皆驚きの毎縫です．

とにかく健康で、そして然持ち

の優しい子になってほしレ》です念

　　脚　肺－　r櫛　紳｛噛

婁o

　
敬
老
の
鶏
に
あ
わ
せ
て
九
弩
↑
躍

a
に
町
長
と
傑
健
福
祇
謙
畏
が
、
八

牽
八
、
臓
以
L
の
お
観
寄
り
む
十
七
人

の
蹴
帯
を
訪
問
し
お
祝
い
の
贔
を
一

人
一
人
に
手
渡
し
長
寿
に
敬
慧
を
衷

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
十
歳
以
熱
の
お
年
欝
り
、

在
宅
潜
　
．
鷺
入
、
施
設
入
断
蓄
一
、
華

鶯
人
に
町
祇
金
編
鰻
協
議
会
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
贔
が
醗
ら
れ
蒙
し
た
億

　
松
之
出
町
の
、
糊
齢
化
率
は
、
、
、
九
・

二
驚
で
灘
下
で
　
、
番
欝
に
嵩
い
で
す
．

町
内
鍛
隔
齢
煮
は
、
昨
葎
に
引
き
続

き
一
〇
一
歳
に
な
る
翻
橋
ツ
ル
さ
ん

で
す
。

　
今
麟
は
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十
八

歳
以
上
の
揮
藤
輿
一
・
ケ
イ
さ
ん
夫

嚢
と
佐
藤
彦
平
・
リ
ヨ
さ
ん
夫
妻
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
ご
夫
妻

　
轡
藤
輿
、
さ
ん
ハ
九
新
闘
歳
）
ケ

イ
さ
ん
（
八
牽
八
歳
）
夫
妻
（
松
之

由
）
は
現
窪
、
ケ
イ
さ
ん
は
霧
た
き

り
で
す
が
、
食
舞
や
緋
泄
は
嶽
分
で

鵡
来
る
そ
う
で
す
、
輿
黛
さ
ん
は
、

欝
欝
の
小
．
難
店
の
経
理
を
今
で
も
し

て
い
豪
す
。

　
趣
味
は
歌
を
歌
う
こ
と
で
、
名
老

嶽
選
に
も
選
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
カ
ラ

オ
ケ
で
演
欽
な
ど
を
激
い
ま
す
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
競
傑
選
墨
で
週
二

圃
の
練
習
に
出
て
い
ま
す
．

　
幾
寿
の
秘
訣
は
、
か
ら
だ
を
無
礫

し
な
い
で
の
ん
き
に
蕩
ら
す
こ
と
だ

そ
う
で
す
．
瀬
と
た
ば
こ
は
し
て
い

ま
せ
ん
、
食
べ
物
も
好
き
嫌
い
は
な

い
そ
う
で
す
。

　
夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
、
最
近
ま
で

夫
婦
、
一
人
で
欝
奉
中
を
旅
行
し
て
い

た
そ
う
で
す
．

　
興
一
さ
ん
は
、
現
菰
で
も
特
甥
病

気
は
な
く
病
院
へ
は
驚
期
的
に
撫
塚

の
検
糞
を
し
て
い
る
程
度
だ
そ
う
で

す
．

佐
藤
さ
ん
ご
夫
妻

　
魯
藤
膠
単
さ
ん
（
九
牽
．
歳
〉
リ

ヨ
さ
ん
（
九
軒
歳
）
夫
妻
（
中
立
撫
）

は
現
在
、
リ
ヨ
さ
ん
は
春
ま
で
ぜ
ん

籔
い
榛
み
な
ど
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
縦
た
き
り
に
な
り
ま
し
た
。

彦
平
さ
ん
は
、
灘
の
運
転
を
い
ま
で

も
紅
、
集
マ
ー
ク
を
つ
け
て
し
て
い
ま

す
．

　
趣
瞭
は
、
爾
の
口
以
外
は
汗
を
か

い
て
働
く
こ
と
．
本
を
読
む
こ
と
．

歌
を
激
う
こ
と
．
（
億
に
も
お
経
も
読

む
し
、
観
詞
も
あ
げ
る
そ
う
で
す
．
）

長
寿
の
秘
談
は
、
織
分
の
年
齢
を
考

え
な
い
こ
と
で
．
今
が
鮫
、
隅
と
思
っ

て
幕
ら
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
．
貰
障

り
な
こ
と
は
気
に
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
禽
べ
物
は
率
い
も
の
以

外
は
好
き
嫌
い
は
な
く
、
体
を
動
か

す
と
食
禦
が
奨
瞭
し
く
い
た
だ
け
る

の
で
間
食
は
せ
ず
、
瀬
と
た
ば
こ
は

し
な
い
そ
う
で
す
．

　
夫
嫌
円
満
の
秘
款
は
、
怒
ら
な
い

で
、
籟
畢
に
満
避
す
る
ま
で
需
わ
せ

て
瞭
嘩
し
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
現
僅
の
轡
標
は
、
来
年
の
春
に
運

転
免
許
の
璽
新
を
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
．

歩
座
朗
読
公
演

　
憎
鷺
本
語
の
美
し
い
響
き
を
清
し

て
は
な
ら
な
い
。
心
の
豊
か
さ
を

失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
婦
と
語
り
の
伝

遵
鱒
と
し
て
濡
動
を
続
け
る
亀
山
歩

氏
が
九
月
二
十
一
黛
に
休
養
樋
セ
ン

タ
ー
で
「
語
り
の
灘
騨
』
を
口
演
し

ま
し
た
．

　
演
懲
は
、
「
八
郎
恥
「
モ
チ
モ
チ
の

木
“
「
花
咲
き
魚
し
「
朔
松
売
り
恥
を

朗
読
教
察
の
滝
沢
淳
苧
さ
ん
と
患
の

あ
っ
た
語
り
を
演
じ
ま
し
た
。

　
「
ゆ
き
お
ん
な
」
は
誰
で
も
簿
っ
て

る
物
認
で
す
が
、
、
亀
撫
民
の
巧
み
な

語
り
は
、
寂
し
い
雛
深
い
山
岳
の
一

軒
泳
、
妖
黛
漂
う
女
の
表
傭
・
心
傭

の
か
ら
み
合
い
を
冤
箏
に
演
じ
、
驕

る
入
と
闘
く
人
が
、
体
と
な
り
、
会

場
は
シ
茎
ン
と
静
ま
り
逝
っ
て
い
家

し
た
．

　
亀
由
践
は
公
演
を
通
し
て
朗
発
は
、

　
門
晃
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
立
体
的

に
、
蕊
感
を
通
し
て
講
れ
幅
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　灘

㌔

思
い
っ
き
り
外
で
遊
べ
る
ぞ

後
援
会
よ
り
遊
具
寄
繕

　
　
　
　
　
松
之
出
小
学
校

　
九
月
、
｝
、
鷺
に
松
之
由
小
学
校
に
お

い
て
遊
異
の
醐
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

岡
小
学
校
は
、
以
醜
よ
り
校
庭
の

遊
異
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
．
そ
こ
で
後
援
会
が
寄
付
を
募
リ

メ
リ
ー
ウ
エ
！
ブ
ハ
麟
旋
堪
）
、
懸
雛

シ
ー
ソ
ー
、
グ
雛
ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
’
ル

の
遊
難
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
騰
し
て

く
れ
ま
し
た
。
児
敏
か
ら
「
い
ま
ま

で
騰
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
思
い
っ
き
り
外
で
遊
び

た
い
．
漏
と
お
礼
の
欝
葉
を
述
べ
、
先

魔
よ
り
使
い
方
や
漣
思
を
翻
い
た
あ

と
、
実
際
に
遊
異
を
順
番
に
使
っ
て

遊
び
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

ア
ン
ボ
、
竹
と
ん
ぼ
作
り

　
　
　
　
　
　
松
璽
小
学
校

　
九
月
十
欄
鷺
に
松
漿
小
学
校
に
お

い
て
雛
父
母
参
観
鷺
が
あ
り
ま
し
た
．

　
子
供
た
ち
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
雰
や
ん
た
ち
を
歓
迎
す
る
激
を

囎
、
）
た
あ
と
、
ア
ン
ボ
作
り
班
と
魯

と
ん
ぽ
作
り
班
に
分
か
れ
て
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
作
り
で

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に
竹
を
丁

慶
瑛
い
大
き
さ
に
切
っ
て
い
た
だ
い

た
あ
と
、
子
供
た
ち
で
、
錐
で
穴
を

醐
け
、
小
刀
で
竹
を
酬
り
ま
し
た
．

ま
た
、
ア
ン
ボ
作
り
で
は
、
粉
や
大

根
菜
、
こ
ね
鉢
を
持
ち
欝
っ
て
い
た

だ
い
て
、
粉
癒
こ
ね
、
蹴
、
を
包
ん
で

一
聴
闇
後
に
は
奨
味
し
い
事
作
り
ア

ン
ボ
が
難
来
ヒ
が
り
ま
し
た
．

雛錘

　
　
　
　
　
詠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
φ
魏

霧
る
マ
し

蚕
ふ
欄
擁

洲
東
　
松
フ

　
　
今
拷
は
、
松
代
町
か
ら
フ
リ
ー

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
醐
催
に
つ
い
て
お
簿

　
ら
せ
し
ま
す
．

　
　
道
の
駅
と
ほ
く
ほ
く
線
「
松
代
駅
恥

　
を
兼
ね
た
ふ
る
さ
と
会
館
は
、
葎
閣

　
．
↑
難
入
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

　
す
．
こ
の
会
館
秘
胴
薄
か
ら
「
地
元

　
の
お
み
や
げ
物
や
野
菜
が
ほ
し
い
｝

　
門
フ
リ
董
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
闘
催
し
て

　
み
て
は
ど
う
か
篇
と
い
う
欝
が
審
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

浬
讐
繋

遡
疇

．
管

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
松
代
町
観
光
協
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
会
鰭
か
ら
麟
道
、
五
、
、
、
導

の
本
町
簡
獲
街
に
続
く
道
路
を
科
用

し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
を
十
醐
し

ま
し
た
．

　
醐
催
環
は
、
駈
．
鰐
、
．
彰
八
穏
ま

で
の
毎
月
第
、
・
騰
鷺
曜
欝
（
午
離

牽
時
か
ら
午
後
　
蒋
）
で
す
．
雨
天

で
も
闘
催
し
て
い
ま
す
．
闘
催
中
は

歩
行
叢
専
瑚
道
路
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
蟹
い
物
を
し
て
い
た

だ
け
ま
す
、
陳
が
自
慢
の
農
作
物
や

家
薩
駕
獺
な
ど
熱
括
鵬
㎜
を
売
り
た

い
入
は
、
町
内
外
を
醐
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
撫
で
き
ま
す
．
人
に
も
物
に

も
優
し
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
携
愛

の
猷
“
。
あ
な
た
も
参
撫
し
て
み
ま
せ

ん
か
．

　
出
店
の
購
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
松
代
町
観
光
協
会
ま
で
お
．
識
軽

に
ど
う
ぞ
、
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里創プラン通信Nα10．

ステキ発見各賞決まる

北海道から禰岡まで、全麟22都道府県から3，1玉4点の

ご応募をいただいた写真と書葉のコンテストf越後妻有

ステキ発見まの本審査が大岡信氏などの審査員により9

月爲濤に東京代宮由・ヒルサイドテラスで行われ、ステ

キ発見大賞をはじめ各賞が次のとおり決定しました。受

賞春のみなさん、大変おめでとうございました。

☆ステキ発見大賞　高橋賢治（津南町〉

芸術部門

O優秀賞　柳芳信（松代町〉○川繭町長賞　佐藤弘（晃

附市〉●松代町長賞　齋藤蕊三（舶茂市〉●感動賞（山

内景行（十欝町市）●審糞貴賞（安斎重男賞〉外石窟男

（撫茂市）く律島蒸裳＞調訪宣子（欝馬県）

一般部門

●優秀賞　斉木康購（十温町帯〉●牽β町市賞　遠藤八

十一（十臼町市）●中璽村長賞　桜井大士（長岡市〉

●おらが賞　庭野豊（十旧鱗市〉●審資貫賞〈真野響子

賞〉久保田真…（長蟹県〉〈大岡信賞＞津野文夫（新潟

市〉く中塚大輔賞＞高橋早苗（拷霞町）

ジュニア部門

●優秀賞　桜井瑛美（十β町小）●津繭町長賞　高橋あ

ずさ（千手小）■松之出町長賞　殖栗かおり（長岡市〉

●まごころ賞　、と村蘇史（、と野賞〉■審萱員賞〈北川フ

ラム賞〉小林秘彦（紬腿小）〈飼部真理子賞〉佐藤実弥子

（水沢小〉●わんぱく賞　森畢里香（神奈綴県）南雲掬

奈子（禽俣小）丸由洋祐（橘小〉風間灘沙美（八簡小〉

工藤悠（繭小）●水落麻美（鐙島小）

ステキ賞（入選｝※上記各賞受賞者は除いて記載

小林七重（新潟市）由内1蕊胤（十β町市）関谷柳子（松

代町〉栗村成彦（東東都）蔑橋笑（松代町〉吉谷方真

（埼玉県〉金子敏子（埼薫県〉岩鐙鵜子（十8町布〉樋

口愛男（千葉県〉勝肥瀦代（六β町〉中林展男（十目町

市〉滝沢秘平（松之由町）着井武夫（六揖町〉川綺充

（綴爾町〉斉木薫夫（十獄町市〉顕赫保和（十旧町毒〉

鶴濁翼子（千葉県〉藤井八重子（与叛欝r〉後藤浩子（新

潟市〉佐藤茂子（籍潟策〉仲淳（小千谷撫〉中條誠（十

旧町市〉数藤進吉（川茜町〉関ロー幸（長岡市〉根津義

広（十β町市〉蔑野孝蔵（松代町〉秋懸徐子（松代町〉

木照秀美（東窟都〉遠照明子（十鷺町窃し）宮澤健二（十

臼町市〉高橋明夫く松之由鐙1）瀬切新雄（中璽耕）二瓶

妻3

公介（牽田町市〉腐橋七恵（埼玉県〉庭野真由美（赤倉

小〉庭野三虫趨（赤倉小〉庭野駿一（赤倉小〉大ロ由蘂

（水沢小〉羅見善恵（名ケ由小）根津明田華（津南小）

嘗沢瞳（水沢中〉石沢貴覇（三簸小）蔵贔窟子（千手小〉

登坂綾乃〈千手小〉村越大樹（橘小〉佐藤麻衣（研函中）

蜜井文子（中里村〉高橋健吉躯（十欝町斎〉小堺祐香

（松代中〉高橋嵩一（松代町〉勝照定夫（六繕町〉橿聾

悟（奈良県）七五三木三枝子（群馬県〉小林仁（新津市〉

平畷一幸（吉川町）関口芳文（十佃町市〉村由夏樹（十・

鷺町市〉南雲徳栄（十賛町市）佐藤悠里（松之由町〉阪

東健次郎（十田町市）石廻哲認（ナβ町市〉佐藤看子

（松之出町〉佐藤栄作（十欝町布）植木元（柏繭市）堀

携建夫（新井寮〉桜丼勝美（群馬県〉荒井俊雄（長野娯）

中林英一一（十黛町市〉生越久雄（十目町市〉樋口芳一

（中璽材〉村山吉史（牽田町叢〉金子昭子（十臼町市）

板場良平（津南町〉

ステキ発見表彰式にお笛かけください

ステキ雛見表彰式を鐙月絡β（土）午後1時からク

ロス欝（十臼町畜本町6〉中ホールで闘催します。各賞

の発表と表彰、入選作贔紛O点のパネル展示などが行わ

れます。どなたでも入場できますので、ぜひお綴かけく

ださい。なお、入選作晶のパネル展示は10月16日午後

から鎗月18潟まで岡会場で行っています。

お鰍、合わせ

　牽醸驚地域底域事務総倉奮薦振興諜
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　ステキ発見大賞　　　　　芸衛部糊優秀賞
「火の馬心」高橋賢治さん　ド苗代作り」柳芳儒さん

　一般部門優秀賞　　　　　ジュニア部門優秀賞
r古タイヤ利爾の花壇　　「過去の50年最高差季節棒
　　とってもステキ」　グラフをながめるおばさん」
　斉木康購さん　　　　　 桜井珠美さん

一松之山生灌学習だより

G◎
：ゆ譲

ゆとりくん

り
一
…
川

琶
笏

　
、
、
ノ

“

乙
し

　
特
産
錨
の
販
売
、
試
食
コ
ー
ナ
ー

等
や
民
謡
、
舞
踏
の
発
表
。

　
霧
道
や
絵
醐
、
簿
嚢
、
盤
け
花
、

陶
芸
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ご
近

所
お
問
い
禽
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け

▼
時
間
午
後
6
時
3
0

▼
場
漸
　
町
疑
体
蕎
館

▼ま2期す鷺各

分王9月
　鷺）
　＿～
　火
　）

　
大
学
焦
の
皆
さ
ん
1
年
間
ご
蕾
労

様
で
し
た
．
町
長
よ
り
講
話
を
い
た

だ
き
、
学
習
の
総
ま
と
め
と
閉
校
式

を
行
い
ま
す
。

▼
期
鶏
　
H
月
4
鷺
（
木
V

▼
時
聞
　
午
崩
1
0
時
30
分
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

襯
ヨ
ニ
簿
教
室
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
n
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窺
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

　
成
人
実
用
講
座
、
現
代
お
や
じ
学

講
座
禽
隅
で
行
い
ま
す
、
中
華
料
理

の
プ
ロ
の
技
を
撃
ほ
ど
き
。
で
き
た

料
理
を
鷺
に
懇
親
会
で
本
俸
度
の
講

座
を
闘
校
し
ま
す
。

▼
期
臼
　
n
月
鷲
繕
’
（
金
）

▼
縛
問
　
午
後
6
時
～

▼
場
燐
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
目
指
し
、

聞
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ

⇔

β
　
1
0
月
爲
臼
（
月
）
～

No．65公民餓　費6－2265一一一一…

　
深
坂
峰
に
行
き
、
渡
り
鳥
の
観
察

を
し
な
が
ら
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

学
び
ま
し
ょ
う
、
美
昧
し
い
み
そ
汁

を
用
慧
し
ま
す
の
で
お
に
ぎ
り
を
持

参
く
だ
さ
い
。

▼
期
田
　
紛
月
π
鷺
（
欝
）

▼
時
間
　
午
潮
9
時
～

▼
場
断
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
集
禽
し
て
く
だ
さ
い
。

　
芸
能
祭
に
あ
わ
せ
て
講
談
・
落
譲

欝
腐
で
、
闘
い
て
笑
っ
て
秋
の
疲
れ

を
吹
き
飛
ば
し
、
体
と
心
の
リ
フ

レ
ツ
シ
ュ
！

▼
期
臼
　
m
月
滋
撫
（
繕
）

▼
時
問
　
午
後
捻
時
～

▼
場
所
　
町
民
体
曹
館

▼
講
談
　
神
田
愛
山
先
生

　
　
　
　
神
憩
小
松
さ
ん

▼
落
語
　
春
風
亭
鯉
舞
師
薩

　
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
で
お
短
ら
せ
し

ま
す
。

　
町
内
の
女
姓
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

▼
期
鷺
　
難
月
M
疑
（
木
）

▼
時
問
　
午
後
7
階
～

▼
場
所
　
町
浅
体
育
館

　
塞
名
村
山
真
雄
、
名
門
村
由
家
〈
さ

か
や
〉
の
当
叢
政
栄
の
長
男
と
し
て

鷹
ま
れ
る
．
明
治
覗
難
東
東
帝
園
大

学
を
修
業
さ
れ
る
。

　
こ
の
度
、
民
の
残
さ
れ
た
書
醐
を

展
承
し
ま
す
の
で
、
魎
才
の
ほ
ど
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
期
鷺
　
畢
成
U
年
勧
0
月
6
欝
ハ
水
）

　
　
　
　
　
　
　
～
紛
肩
⑱
段
（
月
〉

　
休
館
類
は
火
曜
霞
で
す
。

▼
時
闇
　
午
蔚
9
時
も

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
30
分

▼
会
場
　
松
之
山
郷
筏
俗
資
料
館

▼
展
承
数
　
驚
点

（
紅
邨
氏
が
描
か
れ
た
作
品
を
お
持

ち
の
方
や
、
持
っ
て
い
る
方
を
お
簿

り
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
傭
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
簾
い
で
す
．
）

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
期
撫
　
U
月
L
O
欝
（
水
V

▼
時
間
　
午
葡
9
時
～

▼
場
所
　
町
災
体
膏
館

事
業
内
容

　
　
紛
／
お
～
”
／
紛

く
だ
さ
い
．

▼
期
β
　
憩
月
鈎
a
（
獄
）

▼
時
間
　
午
醜
9
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
町
民
体
奮
館

芸能祭　上珊手歌舞伎

　
勢
の
園
り
に
あ
る
素
柑
を
利
用
し

た
、
、
玩
異
の
作
り
方
や
遊
び
方
を
学

び
楽
し
み
ま
す
．

▼
期
鷺
　
慧
月
M
日
（
掘
〉

▼
聴
間
午
醜
9
時
～
U
時
30
分

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
武
鋤
篤
先
蛋

　
　
　
　
（
松
之
山
小
学
校
教
諭
〉

▼
講
師
　
滝
沢
恵
治
さ
ん

霊2

I
O
o
o
㊤
ー



里創プラン通信Nα10．

ステキ発見各賞決まる

北海道から禰岡まで、全麟22都道府県から3，1玉4点の

ご応募をいただいた写真と書葉のコンテストf越後妻有
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口愛男（千葉県〉勝肥瀦代（六β町〉中林展男（十目町

市〉滝沢秘平（松之由町）着井武夫（六揖町〉川綺充

（綴爾町〉斉木薫夫（十獄町市〉顕赫保和（十旧町毒〉
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蜜井文子（中里村〉高橋健吉躯（十欝町斎〉小堺祐香

（松代中〉高橋嵩一（松代町〉勝照定夫（六繕町〉橿聾

悟（奈良県）七五三木三枝子（群馬県〉小林仁（新津市〉
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（中璽材〉村山吉史（牽田町叢〉金子昭子（十臼町市）

板場良平（津南町〉
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鷺
　
難
月
M
疑
（
木
）

▼
時
問
　
午
後
7
階
～

▼
場
所
　
町
浅
体
育
館

　
塞
名
村
山
真
雄
、
名
門
村
由
家
〈
さ

か
や
〉
の
当
叢
政
栄
の
長
男
と
し
て

鷹
ま
れ
る
．
明
治
覗
難
東
東
帝
園
大

学
を
修
業
さ
れ
る
。

　
こ
の
度
、
民
の
残
さ
れ
た
書
醐
を

展
承
し
ま
す
の
で
、
魎
才
の
ほ
ど
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
期
鷺
　
畢
成
U
年
勧
0
月
6
欝
ハ
水
）

　
　
　
　
　
　
　
～
紛
肩
⑱
段
（
月
〉

　
休
館
類
は
火
曜
霞
で
す
。

▼
時
闇
　
午
蔚
9
時
も

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
30
分

▼
会
場
　
松
之
山
郷
筏
俗
資
料
館

▼
展
承
数
　
驚
点

（
紅
邨
氏
が
描
か
れ
た
作
品
を
お
持

ち
の
方
や
、
持
っ
て
い
る
方
を
お
簿

り
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
傭
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
簾
い
で
す
．
）

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
2
6
5

▼
期
撫
　
U
月
L
O
欝
（
水
V

▼
時
間
　
午
葡
9
時
～

▼
場
所
　
町
災
体
膏
館

事
業
内
容

　
　
紛
／
お
～
”
／
紛

く
だ
さ
い
．

▼
期
β
　
憩
月
鈎
a
（
獄
）

▼
時
間
　
午
醜
9
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
　
町
民
体
奮
館

芸能祭　上珊手歌舞伎

　
勢
の
園
り
に
あ
る
素
柑
を
利
用
し

た
、
、
玩
異
の
作
り
方
や
遊
び
方
を
学

び
楽
し
み
ま
す
．

▼
期
鷺
　
慧
月
M
日
（
掘
〉

▼
聴
間
午
醜
9
時
～
U
時
30
分

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
武
鋤
篤
先
蛋

　
　
　
　
（
松
之
山
小
学
校
教
諭
〉

▼
講
師
　
滝
沢
恵
治
さ
ん

霊2

I
O
o
o
㊤
ー
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社
会
福
祉
法
人

　
　
妻
有
福
祉
会

施
設
職
興
募
集

　
健
康
で
明
る
／
＼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
竃
み
、
橿
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
深
い
愛
構
を
持
っ
て
利
用

青
の
援
助
に
あ
た
る
人
を
採
用
し
ま

す
．職

種
　
エ
ン
ゼ
ル
妻
喬
作
業
指
導
員

人
員
　
工
名

受
験
資
格

　
作
業
療
法
士
の
國
．
承
資
格
を
窃
す

　
る
畜
（
来
春
資
格
取
得
晃
込
み
蓄

　
を
奮
む
）

採
用
条
件

①
広
域
行
政
醐
在
鑑
又
は
員
身
蕎
で

　
通
勤
可
能
な
脅

②
原
刷
と
し
て
自
動
車
運
転
普
通
免

　
許
を
轡
す
る
餐

受
付
期
間

　
鐙
月
王
欝
（
金
）
も

　
燈
月
2
9
欝
釜
）

お
闇
い
合
わ
量

　
筏
会
編
羅
法
入
妻
奮
編
縫
会

　
鷺
0
2
5
7
…
5
8
…
2
0
5
Q

禰蹴　
翻
澱
潔
が
、
滴
費
蕎
や
販
、
覚
叢
爵

に
薩
接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
食
糧
馨
務
所
に
鵬
綴
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
漏
綴
は
、
来
の
流
通
醜
や
溌

通
実
態
を
把
握
し
て
、
米
の
需
給
と

緬
格
の
安
建
を
図
る
た
め
の
戴
要
な

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
属
出
用
紙
は
、
新
潟
食
料
郵
務
研

十
鰻
町
支
所
に
用
恵
し
て
あ
り
ま
す

が
、
農
協
や
町
役
場
の
担
島
識
窓
m

に
も
あ
り
ま
す
．
郵
送
や
F
A
X
に

よ
る
鰯
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

雇
出
先

　
十
黛
町
瀞
下
規
療
覗

　
紙
潟
食
縫
箏
務
勝
新
鷺
町
支
所

　
費
0
2
5
7
－
5
7
－
6
5
2
王

救
急
講
習
会
の

　
　
　
ご
　
案
　
内

　
べ
闇
は
、
呼
吸
が
慮
ま
っ
て
か
ら

5
分
闘
を
越
え
て
適
切
な
処
贋
が
な

さ
れ
な
い
と
生
き
返
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
入
工
呼
吸

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
’
遍
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
キ
、
慈
る
蔚
能

性
は
格
毅
に
甑
が
り
ま
す
．

　
そ
こ
で
十
欝
町
地
域
消
紡
本
部
で

は
救
惣
薄
潔
会
を
開
縫
し
ま
す
の
で
、

憂
講
く
だ
さ
い
．

β
時

　
憩
弩
鐸
鷺
倉
）

　
午
後
2
時
～
5
時
3
0
分

場
斯
　
軒
総
時
地
域
酒
防
奉
部

講
習
内
容

　
心
腕
蘇
燦
法

　
大
綴
織
時
の
比
撫
法

串
込
み
先

　
救
急
係

　
公
0
2
5
7
－
5
7
－
0
玉
1
9

　
勤
0
月
H
鑓
（
月
）
ま
で

舗幽

馴嗣，

　
上
越
保
健
所
で
は
リ
ウ
マ
チ
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
醐
催
し
ま
す
。
リ

ウ
マ
チ
の
患
潔
さ
ん
や
承
族
の
方
、

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
葡

お
、
弧
軽
に
参
撫
し
て
く
だ
さ
い
．

β
時

　
n
月
5
嬢
（
金
）

　
午
後
王
時
30
分
か
ら
4
時
ま
で

会
場

　
上
越
甫
木
繊
籍
田
乙
7
8
－
1

　
　
　
上
越
市
総
合
編
祇
セ
ン
タ
…

　
僧
0
2
5
5
－
2
6
－
玉
5
王
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

串
込
み
兜

　
抑
舅
㈱
銭
蜜
ツ
、

　
紅
越
綴
健
所
地
域
保
健
課

　
鷺
0
2
5
5
i
2
4
－
6
玉
3
2

ま
つ
の
や
ま
文
芸

聞補

聴
霜
藝

銭
時
　
難
趨
嚢
欝
ハ
火
）

　
　
　
．
軒
鉱
弩
⇔
．
針
、
～
隻
葱
『
⇔
．
・
す

　
　
　
ノ
鍵
至
猿
　
三
餓
3
タ

場
懸
　
町
保
健
セ
、
ノ
タ
ー

　
蓼
　
　
鰯

　
拶
　
　
峯

地
境
も
蠣
も
乗
u
越
え
南
瓜
蔓

山
麟
の
案
毒
子
な
に
や
ら
親
し
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
繭
　
　
田
）

大
仏
を
群
み
す
ぐ
さ
ま
繰
陰
に

ミ
ン
く
の
振
鐸
絞
る
か
に
鳴
き
つ
9
く

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
嵩
松
魔
〉

寝
ま
る
か
な
鈴
蛍
の
轟
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ゲ
レ

ひ
っ
そ
鐸
と
湾
ら
ぬ
隣
秋
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
松
　
猛
）

高
沢
　
秀
女

井
部
　
朝
女

佐
藤
　
節
女

州
　
柳

未
「
だ
や
れ
る
も
う
や
U
よ
う
の
な
い
ジ
ン
ス

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
ガ
ッ
チ
リ
収
穫
期

来
な
け
れ
ば
来
な
い
で
雀
ま
た
案
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
（
　
枚
昭
〉
　
尊
射

柳
友
作
品
紹
介

元
気
で
す
ハ
」
ト
は
故
瞳
し
て
ま
す
が
　
　
　
　
蓉

赤
ち
ゃ
ん
と
人
指
し
指
で
握
手
す
る
　
　
　
　
　
津

終
善
の
違
う
切
符
を
も
つ
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　
福

正
孝田蟹子

畔

…
薯4

葭
衛
隊
生
徒
と
は

　
輿
門
技
衛
書
と
し
て
の
陸
・
海
・

　
窪
曹
を
育
成
す
る
た
め
中
学
卒
業

　
懲
を
対
象
と
し
た
翻
度
で
す
．

膳
募
資
格

　
昭
翻
紹
奪
4
月
2
臼
か
ら
昭
翻
6
0

　
奪
4
月
三
撮
ま
で
の
醐
に
盤
ま
れ

　
た
鍔
子
（
申
学
3
奪
盤
も
し
く
は

　
縞
校
王
俸
億
）

受
付
期
問

　
平
成
慧
鰯
U
月
4
欝
（
木
）
か
ら

　
平
成
鶏
葎
1
月
4
縫
火
）
ま
で
．

㎜
次
試
験

　
単
成
捻
年
1
月
5
β
（
水
）

試
験
会
場

　
自
衛
隊
編
醗
募
集
郵
務
漸

　
ぬ
越
市
本
町
6
丁
目

試
験
科
自

　
園
譲
・
祇
会
・
数
鉾
・
理
科
・
萸

　
灘
㎜
　
択
｝
式
　
（
マ
茎
ク
シ
…
ト
心

ヤ
灘
、
璽

穂
藁
煎

蜜
多
禦

魅
y
態

　
作
文
（
5
0
G
字
程
度
）

待
遇

　
4
年
間
の
教
育
期
間
の
3
年
終
了

　
時
に
轟
等
学
校
挙
業
資
格
が
取
得

　
で
き
ま
す
．

　
身
分
　
特
溺
職
翻
家
公
務
貴

　
俸
給
　
月
額
約
婚
万
円

　
　
　
　
ボ
輩
ナ
ス
年
3
醸
支
給

お
聞
い
含
わ
せ

　
虜
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
腐
繊
募

　
集
裏
務
断

　
倣
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
王
9

ほ
場
整
備
等
を
契
機
と
し
た

地
域
農
業
シ
ス
テ
ム

確
立
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
籍
潟
県
で
は
、
ほ
場
整
傭
を
契
機

と
し
て
、
地
域
農
業
の
将
来
の
あ
り

方
を
地
域
の
人
た
ち
の
自
ら
の
話
し

含
い
で
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
、
「
地

域
農
業
シ
ス
テ
ム
の
確
麗
偏
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
縄
係
す
る

　
　
　
す
り
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ザ

君欲

ε
逮
う
け
ど
　
　
！

キ
ノ
ヨ
蝕
惨
　
　
！

鞍
黛

纏
穿
警
季

　
　
轟
○
　
　
、
　
　
《

　
　
　
害
、
、
一
－
　
　
　
〆

　
　
　
（
○

多
様
な
撞
い
手
の
袴
成
や
、
覇
た
な

地
域
農
業
へ
の
取
り
組
み
等
を
表
親

し
て
い
る
写
輿
を
琢
集
し
て
い
ま
す
。

膳
募
俸
晶

①
サ
イ
ズ
は
、
2
L
版
又
は
キ
ャ
ビ

　
ネ
版
の
肇
．
ヂ
、
異
又
は
組
響
真
と
し
、

　
新
潟
県
内
で
撮
影
し
た
も
の

②
タ
イ
ト
ル
、
往
勝
、
氏
名
、
撮
影

　
場
所
、
撮
影
β
時
及
び
コ
メ
ン
ト

　
を
醗
入
し
た
応
孫
票
を
褻
藤
に
貼

　
付
す
る
。
な
お
、
奪
輿
は
、
ま
組

　
5
枚
以
内
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

　
葵
票
を
貼
付
す
る
。

③
塔
葬
作
贔
は
返
麺
し
ま
せ
ん
．

④
入
選
建
轟
は
C
D
－
R
O
M
化
し
、

　
髭
催
潔
の
広
報
濡
動
に
縫
用
す
る

　
た
め
、
著
作
権
潔
の
使
鵬
承
ぞ
繋

　
及
び
療
版
を
後
欝
提
繊
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
地
部
農
地
整
備
謙
整
傭
係

　
鷺
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
烹
ま

　
　
　
　
　
　
椰
　
　
婁

内
線
3
i
3
5

壌………i騨騨還

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か

「
働
く
あ
な
た
に
確

か
な
支
え
労
働
保
険
」

　
鐙
月
は
「
労
働
保
険
適
期
梶
進
月

聞
』
で
す
．
労
働
巻
を
ま
人
で
も
騰

用
し
て
い
る
事
叢
霊
は
、
労
働
保
険

く
、
離
期
保
険
・
労
災
保
険
）
に
撫
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
労
働
保
険
は
墨
業
詑
の
履
用
安
定

の
た
め
の
答
種
貰
援
措
灘
及
び
労
働

醤
が
蜜
心
し
て
働
く
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
綱
度
で
す
．

　
ま
だ
撫
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
魔

の
方
は
、
ぜ
ひ
．
徽
審
り
の
労
働
基
準

鑑
鰐
繋
又
は
公
共
職
叢
安
疋
断
で
擁

入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
．

お
闘
い
含
せ
先

ハ
欝
…
ワ
ー
ク
ゑ
越

　
徹
0
2
5
3
－
2
3
－
6
三
2
隻

翻韓難　
　
問
年
齢
著
の
．
羅
用
健
進
を
擁
る
た

め
、
就
職
を
瀞
蟹
さ
れ
る
方
と
讐
婁

窯
と
の
，
蟻
甥
お
発
脅
い
方
式
繍
に

よ
る
籟
談
食
を
費
い
籔
す
．

鶴
時

　
灘
戒
慧
頬
鐙
縁
2
0
繕
（
水
）

　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
駈

　
（
株
）
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

　
烹
越
撫
中
央
1
－
2
－
3

★
参
撫
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
離
に

上
越
公
共
職
業
安
建
漸
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．

　
僧
0
2
s
5
－
2
3
－
6
！
2
1

　
　
　
　
　
（
内
線
）
2
1
5

退
職
金
の
準
備
は

　
　
　
　
　
万
全
で
す
か

　
従
叢
鰻
に
と
っ
て
「
退
職
金
｝
は
、

退
職
後
の
生
瀟
を
交
え
て
い
く
た
め

の
大
き
な
雛
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
．
ま
た
、
遜
職
金
麟
度
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
企
叢
に
と
っ
て
擾
秀
な

入
紡
を
確
保
し
建
黛
を
健
す
と
と
も

に
纐
叢
轟
か
ら
の
信
頼
感
を
轟
め
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
．
中
退
鍍
綱
穫

（
中
小
企
灘
遜
職
金
共
済
翻
度
）
に

撫
入
す
れ
ぱ
安
全
・
確
輿
し
か
も
有

釈
な
遜
職
金
舗
度
を
墾
軽
に
準
備
で

き
豪
す
．

お
聞
い
含
せ
先

　
退
職
舷
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
鷺
0
3
－
3
豊
3
脅
－
壕
3
箒
王

糠i
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社
会
福
祉
法
人

　
　
妻
有
福
祉
会

施
設
職
興
募
集

　
健
康
で
明
る
／
＼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
竃
み
、
橿
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
深
い
愛
構
を
持
っ
て
利
用

青
の
援
助
に
あ
た
る
人
を
採
用
し
ま

す
．職

種
　
エ
ン
ゼ
ル
妻
喬
作
業
指
導
員

人
員
　
工
名

受
験
資
格

　
作
業
療
法
士
の
國
．
承
資
格
を
窃
す

　
る
畜
（
来
春
資
格
取
得
晃
込
み
蓄

　
を
奮
む
）

採
用
条
件

①
広
域
行
政
醐
在
鑑
又
は
員
身
蕎
で

　
通
勤
可
能
な
脅

②
原
刷
と
し
て
自
動
車
運
転
普
通
免

　
許
を
轡
す
る
餐

受
付
期
間

　
鐙
月
王
欝
（
金
）
も

　
燈
月
2
9
欝
釜
）

お
闇
い
合
わ
量

　
筏
会
編
羅
法
入
妻
奮
編
縫
会

　
鷺
0
2
5
7
…
5
8
…
2
0
5
Q

禰蹴　
翻
澱
潔
が
、
滴
費
蕎
や
販
、
覚
叢
爵

に
薩
接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
食
糧
馨
務
所
に
鵬
綴
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
漏
綴
は
、
来
の
流
通
醜
や
溌

通
実
態
を
把
握
し
て
、
米
の
需
給
と

緬
格
の
安
建
を
図
る
た
め
の
戴
要
な

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
属
出
用
紙
は
、
新
潟
食
料
郵
務
研

十
鰻
町
支
所
に
用
恵
し
て
あ
り
ま
す

が
、
農
協
や
町
役
場
の
担
島
識
窓
m

に
も
あ
り
ま
す
．
郵
送
や
F
A
X
に

よ
る
鰯
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

雇
出
先

　
十
黛
町
瀞
下
規
療
覗

　
紙
潟
食
縫
箏
務
勝
新
鷺
町
支
所

　
費
0
2
5
7
－
5
7
－
6
5
2
王

救
急
講
習
会
の

　
　
　
ご
　
案
　
内

　
べ
闇
は
、
呼
吸
が
慮
ま
っ
て
か
ら

5
分
闘
を
越
え
て
適
切
な
処
贋
が
な

さ
れ
な
い
と
生
き
返
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
入
工
呼
吸

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
’
遍
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
キ
、
慈
る
蔚
能

性
は
格
毅
に
甑
が
り
ま
す
．

　
そ
こ
で
十
欝
町
地
域
消
紡
本
部
で

は
救
惣
薄
潔
会
を
開
縫
し
ま
す
の
で
、

憂
講
く
だ
さ
い
．

β
時

　
憩
弩
鐸
鷺
倉
）

　
午
後
2
時
～
5
時
3
0
分

場
斯
　
軒
総
時
地
域
酒
防
奉
部

講
習
内
容

　
心
腕
蘇
燦
法

　
大
綴
織
時
の
比
撫
法

串
込
み
先

　
救
急
係

　
公
0
2
5
7
－
5
7
－
0
玉
1
9

　
勤
0
月
H
鑓
（
月
）
ま
で

舗幽

馴嗣，

　
上
越
保
健
所
で
は
リ
ウ
マ
チ
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
醐
催
し
ま
す
。
リ

ウ
マ
チ
の
患
潔
さ
ん
や
承
族
の
方
、

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
葡

お
、
弧
軽
に
参
撫
し
て
く
だ
さ
い
．

β
時

　
n
月
5
嬢
（
金
）

　
午
後
王
時
30
分
か
ら
4
時
ま
で

会
場

　
上
越
甫
木
繊
籍
田
乙
7
8
－
1

　
　
　
上
越
市
総
合
編
祇
セ
ン
タ
…

　
僧
0
2
5
5
－
2
6
－
玉
5
王
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

串
込
み
兜

　
抑
舅
㈱
銭
蜜
ツ
、

　
紅
越
綴
健
所
地
域
保
健
課

　
鷺
0
2
5
5
i
2
4
－
6
玉
3
2

ま
つ
の
や
ま
文
芸

聞補

聴
霜
藝

銭
時
　
難
趨
嚢
欝
ハ
火
）

　
　
　
．
軒
鉱
弩
⇔
．
針
、
～
隻
葱
『
⇔
．
・
す

　
　
　
ノ
鍵
至
猿
　
三
餓
3
タ

場
懸
　
町
保
健
セ
、
ノ
タ
ー

　
蓼
　
　
鰯

　
拶
　
　
峯

地
境
も
蠣
も
乗
u
越
え
南
瓜
蔓

山
麟
の
案
毒
子
な
に
や
ら
親
し
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
繭
　
　
田
）

大
仏
を
群
み
す
ぐ
さ
ま
繰
陰
に

ミ
ン
く
の
振
鐸
絞
る
か
に
鳴
き
つ
9
く

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
嵩
松
魔
〉

寝
ま
る
か
な
鈴
蛍
の
轟
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ゲ
レ

ひ
っ
そ
鐸
と
湾
ら
ぬ
隣
秋
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
松
　
猛
）

高
沢
　
秀
女

井
部
　
朝
女

佐
藤
　
節
女

州
　
柳

未
「
だ
や
れ
る
も
う
や
U
よ
う
の
な
い
ジ
ン
ス

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
ガ
ッ
チ
リ
収
穫
期

来
な
け
れ
ば
来
な
い
で
雀
ま
た
案
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
（
　
枚
昭
〉
　
尊
射

柳
友
作
品
紹
介

元
気
で
す
ハ
」
ト
は
故
瞳
し
て
ま
す
が
　
　
　
　
蓉

赤
ち
ゃ
ん
と
人
指
し
指
で
握
手
す
る
　
　
　
　
　
津

終
善
の
違
う
切
符
を
も
つ
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　
福

正
孝田蟹子

畔

…
薯4

葭
衛
隊
生
徒
と
は

　
輿
門
技
衛
書
と
し
て
の
陸
・
海
・

　
窪
曹
を
育
成
す
る
た
め
中
学
卒
業

　
懲
を
対
象
と
し
た
翻
度
で
す
．

膳
募
資
格

　
昭
翻
紹
奪
4
月
2
臼
か
ら
昭
翻
6
0

　
奪
4
月
三
撮
ま
で
の
醐
に
盤
ま
れ

　
た
鍔
子
（
申
学
3
奪
盤
も
し
く
は

　
縞
校
王
俸
億
）

受
付
期
問

　
平
成
慧
鰯
U
月
4
欝
（
木
）
か
ら

　
平
成
鶏
葎
1
月
4
縫
火
）
ま
で
．

㎜
次
試
験

　
単
成
捻
年
1
月
5
β
（
水
）

試
験
会
場

　
自
衛
隊
編
醗
募
集
郵
務
漸

　
ぬ
越
市
本
町
6
丁
目

試
験
科
自

　
園
譲
・
祇
会
・
数
鉾
・
理
科
・
萸

　
灘
㎜
　
択
｝
式
　
（
マ
茎
ク
シ
…
ト
心

ヤ
灘
、
璽

穂
藁
煎

蜜
多
禦

魅
y
態

　
作
文
（
5
0
G
字
程
度
）

待
遇

　
4
年
間
の
教
育
期
間
の
3
年
終
了

　
時
に
轟
等
学
校
挙
業
資
格
が
取
得

　
で
き
ま
す
．

　
身
分
　
特
溺
職
翻
家
公
務
貴

　
俸
給
　
月
額
約
婚
万
円

　
　
　
　
ボ
輩
ナ
ス
年
3
醸
支
給

お
聞
い
含
わ
せ

　
虜
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
腐
繊
募

　
集
裏
務
断

　
倣
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
王
9

ほ
場
整
備
等
を
契
機
と
し
た

地
域
農
業
シ
ス
テ
ム

確
立
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
籍
潟
県
で
は
、
ほ
場
整
傭
を
契
機

と
し
て
、
地
域
農
業
の
将
来
の
あ
り

方
を
地
域
の
人
た
ち
の
自
ら
の
話
し

含
い
で
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
、
「
地

域
農
業
シ
ス
テ
ム
の
確
麗
偏
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
縄
係
す
る

　
　
　
す
り
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ザ

君欲

ε
逮
う
け
ど
　
　
！

キ
ノ
ヨ
蝕
惨
　
　
！

鞍
黛

纏
穿
警
季

　
　
轟
○
　
　
、
　
　
《

　
　
　
害
、
、
一
－
　
　
　
〆

　
　
　
（
○

多
様
な
撞
い
手
の
袴
成
や
、
覇
た
な

地
域
農
業
へ
の
取
り
組
み
等
を
表
親

し
て
い
る
写
輿
を
琢
集
し
て
い
ま
す
。

膳
募
俸
晶

①
サ
イ
ズ
は
、
2
L
版
又
は
キ
ャ
ビ

　
ネ
版
の
肇
．
ヂ
、
異
又
は
組
響
真
と
し
、

　
新
潟
県
内
で
撮
影
し
た
も
の

②
タ
イ
ト
ル
、
往
勝
、
氏
名
、
撮
影

　
場
所
、
撮
影
β
時
及
び
コ
メ
ン
ト

　
を
醗
入
し
た
応
孫
票
を
褻
藤
に
貼

　
付
す
る
。
な
お
、
奪
輿
は
、
ま
組

　
5
枚
以
内
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

　
葵
票
を
貼
付
す
る
。

③
塔
葬
作
贔
は
返
麺
し
ま
せ
ん
．

④
入
選
建
轟
は
C
D
－
R
O
M
化
し
、

　
髭
催
潔
の
広
報
濡
動
に
縫
用
す
る

　
た
め
、
著
作
権
潔
の
使
鵬
承
ぞ
繋

　
及
び
療
版
を
後
欝
提
繊
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
地
部
農
地
整
備
謙
整
傭
係

　
鷺
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
烹
ま

　
　
　
　
　
　
椰
　
　
婁

内
線
3
i
3
5

壌………i騨騨還

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か

「
働
く
あ
な
た
に
確

か
な
支
え
労
働
保
険
」

　
鐙
月
は
「
労
働
保
険
適
期
梶
進
月

聞
』
で
す
．
労
働
巻
を
ま
人
で
も
騰

用
し
て
い
る
事
叢
霊
は
、
労
働
保
険

く
、
離
期
保
険
・
労
災
保
険
）
に
撫
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
労
働
保
険
は
墨
業
詑
の
履
用
安
定

の
た
め
の
答
種
貰
援
措
灘
及
び
労
働

醤
が
蜜
心
し
て
働
く
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
綱
度
で
す
．

　
ま
だ
撫
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
魔

の
方
は
、
ぜ
ひ
．
徽
審
り
の
労
働
基
準

鑑
鰐
繋
又
は
公
共
職
叢
安
疋
断
で
擁

入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
．

お
闘
い
含
せ
先

ハ
欝
…
ワ
ー
ク
ゑ
越

　
徹
0
2
5
3
－
2
3
－
6
三
2
隻

翻韓難　
　
問
年
齢
著
の
．
羅
用
健
進
を
擁
る
た

め
、
就
職
を
瀞
蟹
さ
れ
る
方
と
讐
婁

窯
と
の
，
蟻
甥
お
発
脅
い
方
式
繍
に

よ
る
籟
談
食
を
費
い
籔
す
．

鶴
時

　
灘
戒
慧
頬
鐙
縁
2
0
繕
（
水
）

　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
駈

　
（
株
）
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

　
烹
越
撫
中
央
1
－
2
－
3

★
参
撫
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
離
に

上
越
公
共
職
業
安
建
漸
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．

　
僧
0
2
s
5
－
2
3
－
6
！
2
1

　
　
　
　
　
（
内
線
）
2
1
5

退
職
金
の
準
備
は

　
　
　
　
　
万
全
で
す
か

　
従
叢
鰻
に
と
っ
て
「
退
職
金
｝
は
、

退
職
後
の
生
瀟
を
交
え
て
い
く
た
め

の
大
き
な
雛
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
．
ま
た
、
遜
職
金
麟
度
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
企
叢
に
と
っ
て
擾
秀
な

入
紡
を
確
保
し
建
黛
を
健
す
と
と
も

に
纐
叢
轟
か
ら
の
信
頼
感
を
轟
め
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
．
中
退
鍍
綱
穫

（
中
小
企
灘
遜
職
金
共
済
翻
度
）
に

撫
入
す
れ
ぱ
安
全
・
確
輿
し
か
も
有

釈
な
遜
職
金
舗
度
を
墾
軽
に
準
備
で

き
豪
す
．

お
聞
い
含
せ
先

　
退
職
舷
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
鷺
0
3
－
3
豊
3
脅
－
壕
3
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みんなでついた

おもちは

　　おいしいネ

　松墨・浦田保育漸合

岡のもちつきが紛月28

臼に松雛保育所で背

われましたQ

　もち米が炊きあが

る間、歌や踊りをしま

した。臼にお米がうつ

されるとみんなで杵

を持ってもちをつき

ましたひ出来たおもち

は雑煮やきな粉、粒あ

ん、ノリを付けて食べ

灘

覇

ました。

㊧圏回團
おめでた（出生〉

優奈ちゃん　擶施　構彦・貴子さん

　　　　　　　　瞥　根（渋海闇地）
ももか

桃花ちゃん　保坂　三男・叢梅さん

　　　　　　　　豊欝

おくやみ（死亡〉

久保韻奪松さん　88歳　萩　翫（繭欝〉

小“　政輿さん総歳松之由（与ぜん）

布施シズヲさん　86歳　黒禽（九葛エ1葦箏

＊9月隻1ヨから9月30ε葦までの漏繊分です。

＊広報に載せてほしくない方は、罎串の時

　に窓1：韮にお話ください．

⑳◎勧㊨
　　　　　　　9拷淑珊環薪1三

総入鶯　3。2組人（（D

　　男　王．5瓢入（一裏）

　　女王，690人（肩〉

雛帯数　1．毘6μ（一D

　　（　）内は醜月との比較

町民憲章垂，欝ζ，5：3、罫7算鰻

わたしたちは松之1，ll町疑です．郷i二を愛し、

みんなでよりよい跡づくりをしよう．

購践の盆　襲

　　ま、美しい緑と［巽の申で

　　　　　　　£駿かな人になろう

　　圭、ブナの携力這触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　圭、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造のカを轟めよう

温泉定休日
駆 麹泉センター 翠の湯

組月 14・28 休業

1帽1“・251休業

嫉
糞鐸

え・うちのおかあさん

／
難

◇9月の出来事

6覆　議会臨時会

鶏段　臨藤町長新任期就任

澱欝　敬老最贈り

なぐもまさゆきくん

　西之蕾〈もんにん〉

お母さんがバレーボールをしている

ところです．

ビ…マンとナスの天ぷらが1浄です。

翻
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椰
〆

はやかわのりこちゃん

　　月池（下村〉

　おかあさんはお騰呂に膏くのが好き

です．

　玉子焼きを作るのがま；手です．

激欝　議会定例会24βまで

29εi松濤園竣工式・闘麟式

◇沿月9臼～”月稔田の予定

欝巳　湯鳥駅伝大会

24鷺　農業祭・芸能祭

　
夢
β
記
よ
り

　
簸
近
殺
伐
と
し
た
事
件
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
紛
争
や
戦
争
が
盤
騨
各

地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

二
十
一
擬
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
人
類
は
ま
だ
そ
れ
を
解
決
す

る
瀞
力
法
を
見
い
だ
し
て
い
ま
せ
ん
。

と
り
あ
え
ず
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大

予
露
「
入
類
滅
亡
篇
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
鮭
雰
中
σ
》
入
が
単
秘
で

璽
福
に
纂
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
の
よ
う
で
す
．
、

　
み
な
さ
ん
の
今
年
の
作
柄
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
”
、
せ
め
て
松
之

撫
町
に
焦
む
入
が
豊
か
で
毒
せ
に
暮

ら
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
．
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